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ウ
ク
ラ
イ
ナ
は

今
涙
を
こ
え
て

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
は
７
日
か

ら
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
バ
ー
、
ジ

ム
、
映
画
館
な
ど
で
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
証
明
の
提
示
義
務
を
解
除
し

た
。
ま
た
市
内
の
公
立
学
校
で

の
屋
内
で
の
マ
ス
ク
着
用
義
務

も
解
除
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
地

下
鉄
、
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通

機
関
や
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
の
劇

場
な
ど
で
は
引
き
続
き
マ
ス
ク

着
用
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
蔓
延
で
１

月
は
１
日
あ
た
り
の
新
規
感
染

者
が
４
万
人
を
超
え
、
入
院
も

１
０
０
０
人
を
数
え
る
な
か
、

１
月
に
就
任
し
た
エ
リ
ッ
ク
・

ア
ダ
ム
ズ
市
長
は
、
市
職
員
は

も
と
よ
り
対
面
で
働
く
民
間
企

業
の
従
業
員
に
も
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
義
務
化
。
２
月
11
日
に
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
義
務
を
順
守
し

な
か
っ
た
と
し
て
１
4
３
０
人

の
市
職
員
を
解
雇
し
た
。
こ
う

し
た
厳
し
い
措
置
が
功
を
奏
し

た
の
か
、
３
月
に
は
１
日
あ
た

り
新
規
感
染
者
５
０
０
人
、
入

院
25
人
ほ
ど
と
大
幅
に
減
少
し

た
。
ア
ダ
ム
ズ
市
長
は
４
日
、

タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
で
今
回
の

解
除
発
表
の
際
、﹁
私
た
ち
は

勝
っ
て
い
る
﹂
と
事
実
上
の
勝

利
宣
言
を
行
っ
た
。

　

一
方
、
デ
ブ
ラ
シ
オ
前
市
長

の
ヘ
ル
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
だ
っ

た
ジ
ェ
イ
・
バ
ル
マ
博
士
は
ワ

ク
チ
ン
証
明
は
続
け
る
べ
き
だ

と
の
意
見
を
３
日
付
Ｎ
Ｙ
デ
イ

リ
ー
ニ
ュ
ー
ス
に
寄
稿
し
た
。

ジ
ュ
マ
ナ
ー
ニ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム

ズ
市
政
監
督
官
や
リ
ズ
・
ク
ル

ー
ガ
ー
州
上
院
議
員
︵
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
区
選
出
︶
ら
も
証
明
義

務
廃
止
は
時
期
尚
早
と
懸
念
を

示
し
て
い
る
。
他
州
の
大
都
市

で
も
各
種
の
義
務
解
除
が
進
ん

で
お
り
、
ダ
ラ
ス
、
ヒ
ュ
ー
ス

ト
ン
で
は
学
校
で
の
マ
ス
ク
着

用
は
任
意
に
な
り
、
シ
カ
ゴ
で

も
近
く
解
除
の
見
込
み
だ
。

ワ
ク
チ
ン
証
明
の
提
示
解
除

Ｎ
Ｙ
市
が
実
施

今
月
７
日
か
ら

レ
ス
ト
ラ
ン
、
映
画
館
な
ど

　

﹁
モ
ス
ク
ワ
は
涙
を
信
じ
な
い
﹂︵
原
題M

oscow
 D

oes N
ot 

B
elieve in T

ears 

︶
は
１
９
７
９
年
に
製
作
さ
れ
た
ソ
ビ
エ

ト
連
邦
の
映
画
。
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・
メ
ニ
シ
ョ
フ
監
督
の
作
品
で

１
９
８
１
年
に
全
米
で
公
開
さ
れ
、
翌
年
の
ア
カ
デ
ミ
ー
国
際
長
編

映
画
賞
に
輝
い
て
い
る
。社
会
主
義
体
制
の
中
で
も
幸
せ
を
見
つ
け
、

ひ
た
向
き
に
生
き
る
３
人
の
女
性
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を
描
い
た
作

品
。
そ
の
ソ
連
か
ら
分
離
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
今
、
ロ
シ
ア
の
侵
攻

を
受
け
て
い
る
。
小
さ
な
子
供
た
ち
を
抱
え
て
国
境
を
越
え
る
母
親

た
ち
は
、
愛
す
る
夫
や
息
子
と
別
れ
、
不
安
と
恐
怖
の
毎
日
だ
ろ
う
。

今
は
た
だ
涙
を
こ
え
て
。
２
０
０
万
を
超
え
る
難
民
の
数
は
、
日
に

日
に
増
し
て
い
る
。エ
ン
パ
イ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
色
に
染
ま
る
日
は
、

こ
れ
か
ら
も
続
き
そ
う
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

︵
４
日
午
後
６
時
過
ぎ
、
写
真
・
三
浦
良
一
︶

　

国
際
的
な
ハ
ッ
カ
ー
集
団

﹁
ア
ノ
ニ
マ
ス
﹂
は
６
日
、
ツ

イ
ッ
タ
ー
の
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

﹁
ア
ノ
ニ
マ
ス
Ｔ
Ｖ
﹂
で
、
ロ

シ
ア
の
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
﹁W

ink

﹂
と
﹁lvi

﹂
と
、

ラ
イ
ブ
・
テ
レ
ビ
チ
ャ
ン
ネ
ル

の
﹁
ロ
シ
ア
24
﹂﹁
チ
ャ
ン
ネ

ル
ワ
ン
﹂﹁
モ
ス
ク
ワ
24
﹂
を

ハ
ッ
キ
ン
グ
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

で
の
戦
争
の
映
像
を
数
十
秒
流

し
た
と
発
表
し
た
。

　

ロ
シ
ア
の
メ
デ
ィ
ア
は
ほ
ぼ

す
べ
て
ロ
シ
ア
政
府
の
統
制
下

に
あ
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
様
子

を
映
す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
ロ
シ
ア
国
民
が
こ
の
映
像

を
観
て
何
が
起
き
て
い
る
か
を

確
認
す
る
意
味
は
大
き
い
と
思

わ
れ
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
は
世
界

各
国
か
ら
ア
ノ
ニ
マ
ス
を
称
賛

す
る
声
が
上
が
っ
た
。

　
　
　
　

︵
関
連
記
事
５
面
に
︶

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
現
状

ロ
シ
ア
で
映
像
流
す

ア
ノ
ニ
マ
ス
が
ハ
ッ
キ
ン
グ

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://nipponexpressusa.com/
https://www.news-slidemethod.com/
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雲
一
つ
な
い
快
晴
の
週
末
。

フ
ェ
リ
ー
で
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
の
ポ
ー
ト
・
イ
ン
ペ
リ
ア

ル
・
フ
ェ
リ
ー
・
ピ
ア
へ
足
を

延
ば
し
た
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
よ

り
も
ゆ
っ
た
り
し
た
遊
歩
道

は
、
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア
姿
で
歩

く
健
康
的
な
人
々
で
い
っ
ぱ
い

だ
。
そ
の
な
か
で
２
メ
ー
ト
ル

は
あ
ろ
う
高
身
長
で
筋
骨
隆
々

と
し
た
男
性
に
目
を
引
か
れ

た
。Suprem

e

の
フ
ー
デ
ィ

ー
以
外
は
全
て
ナ
イ
キ
。
帽
子

と
サ
ン
ダ
ル
の
ロ
ゴ
は
小
文
字

の
斜
体
で”

ny”

。﹁
ア
ス
リ

ー
ト
だ
し
、
ス
ポ
ン
サ
ー
で
も

あ
る
か
ら
ナ
イ
キ
ば
っ
か
り
な

ん
だ
﹂
こ
こ
で
ピ
ン
と
く
る
べ

き
だ
っ
た
が
、
鈍
い
筆
者
は
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
続
行
。﹁
学
校
で

の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
全
て
ナ

イ
キ
指
定
だ
っ
た
か
ら
ね
。
バ

ス
ケ
も
陸
上
も
ね
。
ス
ポ
ー
ツ

ブ
ラ
ン
ド
の
定
番
で
育
っ
て
き

Ｎ
Ｙ
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
オ
フ

た
ん
だ
。
友
達
も
み
ん
な
ナ

イ
キ
さ
﹂。
ア
ト
ラ
ン
タ
出
身

で
、
現
在
Ｎ
Ｙ
在
住
。
目
立
つ

色
や
柄
の
服
が
好
き
で
、
買
い

物
は
ソ
ー
ホ
ー
に
行
く
。﹁
全

て
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
﹂
だ
か

ら
、
や
は
り
南
部
と
は
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
セ
ン
ス
も
異
次
元
。
地

元
に
帰
る
と
友
人
か
ら
は
お
洒

落
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
と
い

う
。
本
日
こ
の
後
の
予
定
は
？

と
聞
く
と
﹁
明
日
は
試
合
だ
か

ら
ゆ
っ
く
り
休
む
よ
。
Ｎ
Ｙ
ジ

ャ
イ
ア
ン
ツ
で
プ
レ
ー
し
て
い

る
ん
だ
﹂。﹁
え
っ
！
プ
ロ
バ
ス

ケ
選
手
な
の
？
﹂
と
反
射
的
に

口
走
っ
た
愚
問
に
す
か
さ
ず

﹁
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ね
﹂。
撮
影
日

は
昨
年
９
月
の
土
曜
日
。
公
式

戦
前
日
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
へ
応

じ
て
く
れ
た
こ
の
紳
士
は
、
Ｎ

Ｙ
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
所
属
現
役
ラ

イ
ン
バ
ッ
カ
ー
のLorenzo 

C
arter

選
手
。
平
謝
り
に
も

“
N

o problem
!”

と
心
優
し

い
返
答
。私
も
心
か
ら
反
省
し
、

Ｎ
Ｙ
在
住
者
と
し
て
米
国
４
大

ス
ポ
ー
ツ
の
地
元
チ
ー
ム
名
は

し
っ
か
り
把
握
す
る
こ
と
と
し

た
。

︵Wear2Next

チ
ー
ム
／
ア
パ

レ
ル
業
界
関
係
者
に
よ
る
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
研
究
チ
ー
ム
︶

　

ザ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
︵
西
20
丁

目
17
番
地
︶
で
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
州
在
住
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
、
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
ス
ト
ラ
ウ

ス
の
個
展
が
３
月
１
日
か
ら
12

日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。
鉛
筆
画

に
よ
る
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
作
品

で
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
期
間
中
の

こ
れ
ま
で
２
年
半
の
間
に
描
き

溜
め
た
９
０
０
点
余
り
の
中
か

ら
選
ん
だ
作
品
50
点
を
出
品
し

て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

の
海
岸
を
歩
い
て
い
る
時
に
吹

い
た
風
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
得
た
も
の
、
ア
ト
リ
エ
で

座
っ
て
紙
と
対
座
し
た
時
に
浮

か
び
上
が
っ
て
く
る
未
知
の
世

界
を
具
象
と
抽
象
の
手
法
で
描

い
て
い
る
。﹁
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
な
イ
メ
ー
ジ
に
な
ら
な

い
よ
う
に
﹂
と
い
う
作
家
の
意

図
は
、
一
見
し
た
だ
け
で
は
描

か
れ
て
い
る
具
象
が
何
を
意
味

す
る
の
か
が
難
解
な
た
め
、
そ

の
域
に
ま
で
到
達
す
る
こ
と
す

ら
難
し
い
。
と
い
う
の
も
抽
象

画
に
は
二
通
り
の
描
き
方
と
見

方
が
あ
り
、
描
か
れ
て
い
る
も

の
が
明
確
な
具
象
表
現
で
あ
っ

て
も
１
枚
の
絵
の
中
で
構
成
さ

れ
て
い
る
描
き
方
が
抽
象
的
で

あ
る
場
合
と
、
も
う
一
つ
は
描

か
れ
て
い
る
そ
の
も
の
が
抽
象

で
あ
る
場
合
。
ス
ト
ラ
ウ
ス
の

作
品
は
そ
の
両
方
の
要
素
を
含

ん
で
い
る
か
ら
難
解
な
の
だ
。

た
だ
鉛
筆
と
い
う
ア
ナ
ロ
グ
手

法
の
中
に
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
が

ら
も
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
な
空

気
を
滲
ま
せ
て
い
る
。︵
三
浦
︶　
　
　
　
　
　
　

　

作
品
詳
細
はinstagram

: 
davidstraussartist

に
て
。

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
線
画

ザ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
12
日
ま
で

デ
ー
ビ
ッ
ド
・
ス
ト
ラ
ウ
ス
展

　

日
本
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
８
人

に
よ
る
グ
ル
ー
プ
展
覧
会
﹁
バ

ウ
ン
ダ
リ
ー
ズ
・
オ
ブ
・
カ
ノ

ン
展
﹂
が
10
日
︵
木
︶
か
ら
19

日
︵
土
︶
ま
で
、
天
理
文
化
協

会
︵
西
13
丁
目
43
Ａ
番
地
︶
で

開
催
さ
れ
る
。

　

同
展
で
は
、
カ
ノ
ン
と
い
う

宇
宙
に
存
在
す
る
ハ
ー
モ
ニ
ー

に
境
界
線
を
設
け
る
事
で
物
質

と
魂
へ
問
い
か
け
、
そ
れ
ら
の

存
在
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

た
め
に
ア
ー
ト
で
表
現
し
た
作

品
を
展
示
す
る
。
参
加
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
は
、
鈴
木
拓
良
、
新
宮

大
史
、
藤
本
ま
り
子
、
小
中
寛

顕
、
松
下
竜
也
、
大
槻
素
子
、

金
和
司
、
小
野
寺
直
毅
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
、

14
日
︵
月
︶
午
後
６
時
か
ら
８

時
ま
で
。

　

入

場

無

料
。

開

館

時

間

は
月
〜
木
曜
が
正
午
か
ら

午

後

６

時
、

土

曜

は

午

後

３

時

ま

で
。

金
・

日

曜

休

館
。

問

い

合

わ

せ

は

電

話

２
１
２
・
６
４
５
・
２
８
０
０
。

日本人 8 人展
天理文化協会で19日

バウンダリーズ・オブ・カノン

https://youtu.be/kWOA8ZUn7QQ
https://www.japansociety.org
http://www.keenecenter.org/
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 千葉真知子の

 ART COOKING

　

何
度
で
も
お
か
わ
り
を
し
た

く
な
る
お
惣
菜
で
す
。
チ
ジ
ミ

の
粉
が
な
い
と
き
は
小
麦
粉
、

片
栗
粉
を
３
対
１
の
割
合
で
混

ぜ
て
代
用
し
て
く
だ
さ
い
。
白

身
魚
の
す
り
身
は
で
き
る
だ
け

脂
分
が
少
な
い
鯛
、
タ
ラ
な
ど

を
お
使
い
く
だ
さ
い
。
冷
め
て

も
美
味
し
く
い
た
だ
け
ま
す
の材料

白身魚のすり身 ..200 ｇ
海老 .........６尾（50 ｇ）
塩 ...........................少々
卵白 ................ 1 ／ 2 個
チジミの粉 .............適宜
葱千切り ......... 5 センチ　
オリーブ油 .............適宜
たれ　
醤油 ................大さじ３
酢 ....................大さじ３
ラー油 ....................少々

白身魚のすり身とエビのチジミ

で
、
お
弁
当
の
お
か
ず
に
も
最

適
で
す
。

作
り
方

１　

海
老
は
殻
を
む
き
、
粗
み

じ
ん
に
切
る
。

２　

大
き
め
の
ボ
ウ
ル
に
白
身

魚
の
す
り
身
を
入
れ
て
、卵
白
、

塩
少
々
加
え
て
手
で
よ
く
練
る

よ
う
に
混
ぜ
る
。
①
の
海
老
を

加
え
て
さ
ら
に
混
ぜ
る
。

３　

②
の
す
り
身
を
楕
円
型
に

ま
と
め
、
チ
ジ
ミ
の
粉
を
全
体

に
ま
ぶ
す
。

４　

フ
ラ
イ
パ
ン
に
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
を
入
れ
て
③
の
す
り
身

を
や
や
き
つ
ね
色
に
な
る
よ
う

に
両
面
焼
く
。
器
に
盛
り
、
葱

の
千
切
り
を
添
え
る
。

５　

た
れ
の
材
料
を
よ
く
ま

ぜ
、
④
の
す
り
身
に
か
け
る
。

　

鹿
児
島
酒
造
組
合
、
宮
崎
、

大
分
、
熊
本
県
の
４
県
が
合
同

し
、
全
米
の
ト
ッ
プ
バ
ー
と
提

携
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
シ
カ

ゴ
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
、
オ
ー

ス
テ
ィ
ン
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
の
各
地
で
全
米
初
の
﹁
焼
酎

カ
ク
テ
ル
・
ウ
ィ
ー
ク
﹂
を
今

月
14
日
ま
で
開
催
し
て
い
る
。

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
バ
ー
﹁
ご

と
う
二
番
﹂
で
は
７
日
、
焼
酎

カ
ク
テ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催

さ
れ
、
全
米
か
ら
１
１
６
件
以

上
の
応
募
の
中
か
ら
最
終
選
考

に
残
っ
た
７
人
が
腕
を
競
っ

た
。
優
勝
し
た
の
は
、デ
ッ
ド
・

ラ
ビ
ッ
ト
︵
Ｎ
Ｙ
︶
の
バ
ー
テ

ン
ダ
ー
、
イ
ダ
ン
・
ボ
ウ
イ
さ

ん
が
、
宮
崎
県
の
焼
酎
﹁
赤
魔

王
﹂
を
使
っ
て
作
っ
た
カ
ク
テ

ル
﹁
レ
ッ
ド
・
ク
レ
イ
・
バ
ン

ブ
ー
﹂
だ
っ
た
＝
写
真
右
＝
。

同
焼
酎
を
全
米
に
デ
ィ
ス
ト
リ

ビ
ュ
ー
ト
す
る
ク
ラ
モ
ト
Ｕ
Ｓ

︵
本
社
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ト

ー
ラ
ン
ス
︶
の
下
村
琢
哉
副
社

長
は
﹁
赤
芋

か
ら
作
っ
た

フ
ル
ー
テ
ィ

ー
な
赤
魔
王

の
多
様
性
を

見
事
に
引
き

出
し
た
カ
ク

テ
ル
で
今
後

の
米
国
で
の

焼
酎
の
発
展

に
期
待
し
た
い
﹂
と
話
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
バ
ー
ご

と
う
で
は
、 iichiko

の
麦
焼

酎
﹁
彩
天
﹂
を
ベ
ー
ス
に
蒸

留
酒
メ
ス
カ
ル
、
レ
モ
ン
、

ラ
イ
ム
、
セ
ロ
リ
を
加
え
た

﹁K
oji-San

﹂、
芋
焼
酎
に
紫

芋
の
ピ
ュ
ー
レ
、
ラ
ム
を
加

え
ナ
ツ
メ
グ
で
香
り
付
け
し

た
﹁M

urasaki

﹂、
米
焼
酎
に

炭
酸
水
を
混
ぜ
ガ
リ
を
加
え
た

﹁
白
米
ハ
イ
ボ
ー
ル
﹂
の
３
種

類
を
提
供
し
て
い
る
。
そ
の
ほ

か
﹁
エ
ン
ジ
ェ
ル
ズ
・
シ
ェ
ア
﹂

の
名
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
で
あ
る
渡

邉
琢
磨
氏
が
こ
の
3
月
末
に
オ

ー
プ
ン
す
る
﹁
マ
ー
テ
ィ
ニ
ー

ズ
﹂
で
も
焼
酎
カ
ク
テ
ル
を
披

露
す
る
。
カ
ク
テ
ル
週
間
参
加

店
、
提
供
メ
ニ
ュ
ー
の
詳
細

はhttps://shochu.guide/
shochu-cocktail-w

eek

を

参
照
す
る
。

焼酎カクテル
NY のバーで
全米カクテルコンテストも開催

宮
崎
県
赤
魔
王
を
使
用

ボ
ウ
イ
さ
ん
優
勝

優勝し日本行き航空券を手に喜ぶボウイさん（左端）

Photo  by Rachel Harrison Com
m

uni

https://shochu.guide/
https://shochu.guide/
https://shochu.guide/
https://www.nipponclub.org/
https://shopnyseikatsu.com/
https://goshikiprinting.com/
https://www.rapidtest.nyc/
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
た
も

の
の
、
想
定
外
の
激
し
い
抵
抗

に
狼
狽
し
た
の
か
、
ロ
シ
ア
の

プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
﹁
核
部
隊

に
警
戒
命
令
﹂
を
出
す
と
い
う

行
動
に
出
た
。
こ
の
行
動
は
、

基
本
的
に
は
言
葉
を
使
っ
た
軍

事
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
あ
り
、
最
善

の
対
応
は
ス
ル
ー
︵
無
視
︶
す

る
こ
と
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、

ア
メ
リ
カ
の
バ
イ
デ
ン
大
統
領

は
３
月
１
日
に
行
っ
た
一
般
教

書
演
説
の
中
で
は
一
言
も
触
れ

な
か
っ
た
。

　

一
方
で
、
日
本
で
の
反
応
は

大
き
か
っ
た
。
核
武
装
を
検
討

す
べ
き
だ
と
か
、
非
核
三
原
則

を
見
直
す
べ
き
だ
と
い
う
議
論

が
瞬
時
に
沸
き
起
こ
っ
た
の
で

あ
る
。
ま
た
、
こ
の
機
会
に
﹁
核

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
﹂
と
い
う
構
想

に
つ
い
て
、
議
論
を
封
印
す
べ

き
で
は
な
い
と
い
う
意
見
も
多

か
っ
た
。
確
か
に
今
回
の
プ
ー

チ
ン
発
言
と
、
こ
れ
を
受
け
て

起
こ
っ
た
日
本
国
内
の
動
揺
と

い
う
の
は
、
核
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

に
つ
い
て
の
議
論
を
整
理
し
て

お
く
良
い
機
会
か
も
し
れ
な

い
。

　

ま
ず
明
確
に
し
て
お
き
た
い

の
は
核
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
と
い
う

の
は
、
国
際
法
上
の
概
念
で
は

な
い
。
ま
た
国
際
社
会
一
般
に

お
い
て
共
通
概
念
が
確
立
し
て

い
る
問
題
で
も
な
い
。
単
な
る

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
内
の
独
自
ル
ー
ル
で

あ
り
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
一
方
的
に

運
用
し
て
い
る
も
の
だ
。
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
内
に
は
米
英
仏
３
カ
国
と

い
う
核
保
有
国
が
あ
る
が
、
そ

れ
以
外
の
国
が
核
武
装
す
る
こ

と
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
︵
核
拡
散
防
止
条

約
︶
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
け

れ
ど
も
、
具
体
的
に
は
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
は
ア
メ
リ
カ
の
提
供
す
る
核

兵
器
を
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ド
イ
ツ
、

イ
タ
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ト
ル

コ
の
５
カ
国
に
配
備
し
て
い

る
。

　

実
は
こ
う
し
た
配
備
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｔ
違
反
に
な
る
。
け
れ
ど
も

Ｎ
Ｐ
Ｔ
成
立
時
に
は
秘
匿
さ
れ

て
い
た
た
め
に
、
議
論
は
起
こ

ら
ず
一
種
の
既
成
事
実
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は
、

有
事
に
お
い
て
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
効

力
は
消
滅
す
る
と
し
て
行
動
す

る
と
し
て
お
り
、
具
体
的
に
は

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
国
は
自
国
の
軍

隊
が
米
国
の
核
兵
器
の
輸
送
な

ど
に
協
力
す
る
と
し
て
い
る
。

つ
ま
り
平
時
に
は
ア
メ
リ
カ
の

核
兵
器
が
﹁
持
ち
込
ま
れ
て
﹂

い
る
だ
け
だ
が
、
戦
時
に
は
共

に
核
抑
止
力
と
し
て
運
用
す

る
、
こ
れ
が
核
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

で
あ
る
。

　

仮
に
日
本
が
類
似
の
対
策
を

考
慮
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
次
の

３
つ
の
論
点
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

１
つ
目
は
有
効
性
で
あ
る
。

現
在
の
日
本
は
米
国
の
﹁
核
の

傘
﹂
に
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
日
本
に

核
攻
撃
を
す
る
と
、
そ
の
国
は

米
国
の
核
に
よ
っ
て
反
撃
さ
れ

る
。
従
っ
て
日
本
へ
の
攻
撃
が

抑
止
さ
れ
る
と
い
う
論
理
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
措

置
に
は
米
国
が
﹁
自
国
民
が
大

量
殺
傷
さ
れ
る
リ
ス
ク
﹂
を
引

き
受
け
て
ま
で
﹁
日
本
の
た
め

に
核
兵
器
で
反
撃
で
き
る
の

か
？
﹂
と
い
う
疑
念
が
つ
き
ま

と
う
。
こ
れ
は
日
本
に
と
っ
て

は
不
安
で
あ
る
。
で
は
、
例
え

ば
米
国
と
核
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を

行
う
こ
と
で
、
こ
の
リ
ス
ク
が

低
減
で
き
る
の
か
は
理
論
的
に

も
確
か
で
な
い
。
相
手
の
あ
る

こ
と
で
あ
り
慎
重
な
研
究
が
必

要
だ
。
勿
論
、
実
際
に
核
戦
争

を
行
う
た
め
の
研
究
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
抑
止
力
を
高
め

る
た
め
で
あ
る
が
、
答
え
は
簡

単
に
は
出
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

２
つ
目
は
日
本
側
の
義
務
で

あ
る
。
前
に
述
べ
た
よ
う
に
核

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が

運
用
し
て
い
る
も
の
だ
が
、
こ

れ
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
﹁
鉄
の
掟
﹂

つ
ま
り
条
約
第
５
条
に
あ
る

﹁
加
盟
国
１
国
が
攻
撃
さ
れ
た

ら
加
盟
国
全
体
へ
の
攻
撃
と
み

な
す
﹂
と
い
う
縛
り
が
前
提
に

な
っ
て
い
る
。ア
メ
リ
カ
の﹁
反

テ
ロ
の
戦
い
﹂
に
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が

参
加
し
た
の
は
こ
の
た
め
で
あ

る
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
諸
国
が
援
軍
を
派
遣
で
き
な

い
も
こ
の
た
め
で
あ
る
。
仮
に

日
本
が
米
国
と
核
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
を
行
う
と
い
う
こ
と
は
、
米

国
の
関
与
す
る
あ
ら
ゆ
る
戦
闘

に
日
本
が
参
加
す
る
義
務
を
背

負
う
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と

を
覚
悟
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、﹁
核
の
傘
﹂
と
比
較
す
る

と
経
済
的
な
コ
ス
ト
負
担
も
大

き
く
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
何
よ

り
も
日
本
側
に
お
け
る
法
令
の

改
正
等
膨
大
な
作
業
が
必
要
に

な
る
。

　

３
つ
目
は
、
国
際
関
係
の
問

題
だ
。
ま
ず
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
核

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
条
約

に
違
反
す
る
が
、
秘
密
裏
の
既

成
事
実
と
し
て
黙
認
さ
れ
て
い

る
。
で
は
こ
れ
を
前
例
と
し
て

日
本
の
核
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
Ｎ

Ｐ
Ｔ
に
認
め
て
も
ら
う
と
い
う

の
は
、
こ
れ
は
大
変
に
難
し
い

交
渉
に
な
る
。
無
理
に
進
め
れ

ば
多
く
の
国
が
条
約
か
ら
脱
退

し
て
Ｎ
Ｐ
Ｔ
体
制
が
崩
れ
て
し

ま
う
だ
け
で
な
く
、
実
務
組
織

と
し
て
の
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ａ
︵
国
際
原

子
力
機
関
︶
の
機
能
も
停
止
し

て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
突
如
始

ま
っ
た
﹁
核
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
﹂

の
議
論
は
、
核
兵
器
と
平
和
を

考
え
る
良
い
テ
ー
マ
で
あ
る
と

思
う
。
実
務
と
理
念
の
両
面
か

ら
の
論
戦
が
深
ま
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

︵
れ
い
ぜ
い
・
あ
き
ひ
こ
／
作

家
・
プ
リ
ン
ス
ト
ン
在
住
︶

ロ
シ
ア
の
核
威
嚇
で
不
可
避
と
な
っ
た
核
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
議
論

あ
め
り
か
時
評

閑
話
休
題

冷
泉
彰
彦

　

創
業
１
９
３
１
年
以
降
、
歴

代
大
統
領
が
Ｎ
Ｙ
の
別
宅
と
し

て
滞
在
し
た
ウ
ォ
ル
ド
ル
フ
‐

ア
ス
ト
リ
ア
・
ホ
テ
ル
は
こ
の

ほ
ど
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
歴
史

協
会
と
提
携
し
、
同
ホ
テ
ル
の

住
棟
に
大
統
領
図
書
室
を
来
年

夏
に
開
設
す
る
こ
と
を
発
表
し

た
。 

　

非
営
利
の
同
協
会
は
、
同
ホ

テ
ル
の
常
連
だ
っ
た
ジ
ャ
ク
リ

ー
ン
・
ケ
ネ
デ
ィ
が
ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
の
歴
史
を
継
承
す
る
た

め
に
１
９
６
１
年
に
設
立
し

大統領の図書室
ウォルドルフアストリアに再現

住宅棟居住者のみ利用可能

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
港
湾
局
は
２
日
、
ラ

ガ
ー
デ
ィ
ア
空
港
へ
の
公
共
交

通
手
段
に
つ
い
て
14
の
計
画
を

発
表
し
た
。こ
れ
は
昨
年
10
月
、

ホ
ー
ク
ル
知
事
が
前
任
ク
オ
モ

知
事
の
推
進
し
た
20
億
ド
ル
の

高
架
鉄
道
建
設
計
画
の
見
直
し

を
迫
っ
た
代
案
と
な
る
。現
在
、

先
に
進
む
前
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
意
見
を
求
め
て
い
る
。
新
た

な
案
の
提
唱
者
は
、
道
が
混
雑

し
な
い
限
り
多
く
の
人
を
空
港

に
移
動
さ
せ
る
た
め
の
低
コ
ス

ト
で
効
率
的
な
方
法
で
あ
る
と

述
べ
て
い
る
。

　

空
港
へ
の
移
動
手
段
と
し
て

提
案
さ
れ
た
バ
ス
路
線
に
は
、

ジ
ャ
ク
ソ
ン
ハ
イ
ツ
に
あ
る
７

番
電
車
の
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
ア
ベ

ニ
ュ
ー
駅
に
繋
が
る
Ｑ
70
路
線

に
沿
っ
た
新
し
い
専
用
ル
ー
ト

や
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら
１
２
５

丁
目
、
Ｒ
Ｆ
Ｋ
ブ
リ
ッ
ジ
、
ア

ス
ト
リ
ア
ブ
ル
バ
ー
ド
を
下
っ

て
ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
に
向
か
う
Ｍ

60
の
ル
ー
ト
、
ア
ス
ト
リ
ア
か

ら
空
港
ま
で
の
専
用
路
線
も
あ

る
。
複
数
の
鉄
道
接
続
と
ラ
ガ

ー
デ
ィ
ア
へ
の
専
用
バ
ス
路
線

に
よ
り
、
新
し
い
鉄
道
の
わ
ず

か
な
費
用
で
数
か
月
の
う
ち
に

運
行
を
開
始
で
き
る
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

︵
杉
本
︶

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
は
現
在
、
今
年
夏
に
実
施
さ

れ
る
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に

向
け
、
投
票
に
必
要
な
在
外
選

挙
人
名
簿
へ
の
登
録
申
請
を
呼

び
掛
け
て
い
る
。
今
回
の
参
院

選
へ
の
投
票
は
、
海
外
在
住
の

日
本
国
籍
を
持
つ
有
権
者
が
日

本
の
国
政
選
挙
に
投
票
で
き
る

﹁
在
外
選
挙
制
度
﹂
に
よ
る
も

の
で
、こ
れ
を
行
う
た
め
に
は
、

事
前
に
在
外
選
挙
人
名
簿
へ
の

登
録
を
行
い
、
投
票
に
必
要
な

﹁
在
外
選
挙
人
証
﹂
を
取
得
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
手
続
き
は
３
か
月
ほ
ど

時
間
を
要
す
る
場
合
が
あ
る
た

め
、
同
総
領
事
館
は
管
轄
地
域

︵
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
、ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
、

デ
ラ
ウ
エ
ア
、
ウ
エ
ス
ト
バ
ー

ジ
ニ
ア
、
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
の

一
部
地
域
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
、

米
領
ヴ
ァ
ー
ジ
ン
諸
島
︶
在
住

の
18
歳
以
上
の
日
本
国
籍
保
持

者
を
対
象
に
早
め
の
手
続
き
開

始
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。
な
お

同
手
続
き
に
は
転
出
届
の
提
出

が
必
須
と
な
る
。

　

在
外
選
挙
制
度
の
概
要
及

び
登
録
手
続
詳
細
は
同
総
領

事
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

w
w

w
.n

y
.u

s.em
b-japan

.
go.jp/

ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
空
港
へ

公
共
輸
送
機
関
を
提
案

た
。49
丁
目
と
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
・

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
眺
め
る
同
図

書
室
の
広
さ
は
同
住
棟
の
個
人

宅
と
同
様
に
約
５
万
平
方
フ
ィ

ー
ト
、
内
装
は
世
界
的
に
著
名

な
フ
ラ
ン
ス
人
建
築
デ
ザ
イ
ナ

ー
の
ジ
ャ
ン
‐
ル
イ
・
ド
ゥ
ノ

ワ
氏
に
依
頼
し
、
壁
や
ソ
フ
ァ

ー
、
テ
ー
ブ
ル
、
バ
ー
カ
ウ
ン

タ
ー
は
落
ち
着
い
た
グ
レ
ー
と

ク
リ
ー
ム
色
、
ゴ
ー
ル
ド
に
統

一
さ
れ
て
い
る
。 

　

ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
が
61
〜
63
年

に
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
改
装
を

指
揮
し
た
内
容
の
記
録
﹃
デ
ザ

イ
ニ
ン
グ
・
キ
ャ
メ
ロ
ッ
ト
﹄

や
歴
代
大
統
領
や
フ
ァ
ー
ス
ト

レ
デ
ィ
ー
た
ち
の
伝
記
や
自
伝

を
含
む
５
０
０
冊
以
上
を
所
蔵

し
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
使
わ

れ
て
い
る
本
棚
や
食
器
な
ど
の

レ
プ
リ
カ
も
置
か
れ
る
。
バ
ー

で
は
、
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ

ィ
の
ブ
ラ
ッ
デ
ィ
・
マ
リ
ー
、

ト
ー
マ
ス
・
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン

の
フ
ラ
ン
ス
・
ワ
イ
ン
、
テ
デ

ィ
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
ミ
ン
ト
・

ジ
ュ
レ
ッ
プ
ス
、
禁
酒
主
義
の

ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
氏

や
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
氏
の

ダ
イ
エ
ッ
ト
・
コ
ー
ク
な
ど
、

歴
代
大
統
領
の
好
み
の
ド
リ
ン

ク
を
用
意
す
る
。
同
図
書
館
を

利
用
で
き
る
の
は
同
住
棟
の
居

住
者
の
み
で
、
ホ
テ
ル
滞
在
者

は
不
可
だ
と
い
う
。 

夏
の
参
議
院
議
員
選
挙

在
外
選
挙
人
登
録
呼
び
か
け

　

東
北
６
県
と
北
海
道
出
身
者

な
ど
で
作
る
連
合
会
﹁
ほ
く
ほ

く
会
﹂
は
３
月
６
日
午
後
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
で
第
11
回

東
日
本
大
震
災
追
悼
式
を
対
面

方
式
と
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
で
開
催
し
た
。
式

典
で
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領

事
館
、
兵
庫
県
人
会
も
参
加
し
、

被
災
地
か
ら
最
近
の
復
興
状
況

に
つ
い
て
の
リ
ポ
ー
ト
が
あ
っ

た
。
後
半
は
東
北
ゆ
か
り
の
芸

能
を
楽
し
ん
だ
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
館
の

坂
本
徹
領
事
部
長
が
冒
頭
挨
拶

し
﹁
震
災
に
よ
る
大
き
な
犠
牲

の
下
に
得
ら
れ
た
貴
重
な
教
訓

を
決
し
て
風
化
さ
せ
て
は
な
ら

な
い
。
内
閣
府
の
発
表
で
は
、

事
前
に
地
震
、
津
波
へ
の
防
災

対
策
を
立
て
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
被
害
は
８
割
ほ
ど
減
ら
せ

る
と
し
て
い
る
。
私
た
ち
ひ
と

り
ひ
と
り
が
、
教
訓
を
次
の
世

代
に
積
極
的
に
伝
え
る
こ
と
、

防
災
対
策
に
役
立
て
て
い
く
こ

と
こ
そ
、
我
々
の
責
務
﹂
と
述

べ
た
。続
い
て
今
年
の
幹
事
県
、

Ｎ
Ｙ
宮
城
県
人
会
を
代
表
し
て

白
田
正
樹
さ
ん
が
挨
拶
し
た
。

　

白
田
さ
ん
は
﹁
2
年
ぶ
り
に

対
面
で
開
催
で
き
、
懐
か
し
い

顔
ぶ
れ
と
再
会
で
き
て
う
れ
し

い
。
10
年
ひ
と
昔
で
最
近
は
め

っ
き
り
追
悼
会
は
少
な
く
な
っ

た
が
、
こ
れ
も
時
代
の
流
れ
。

た
だ
、
我
々
東
北
・
北
海
道
出

身
の
者
に
と
っ
て
東
日
本
大
震

災
は
い
わ
ば
当
事
者
の
問
題
と

も
言
っ
て
い
い
も
の
。
年
に
一

度
の
こ
の
追
悼
会
は
続
け
て
い

き
ま
し
ょ
う
﹂
と
述
べ
た
。
ま

た
兵
庫
県
人
会
の
ジ
ョ
シ
ュ
大

西
会
長
が
﹁
毎
年
追
悼
式
に
参

加
す
る
こ
と
が
次
世
代
に
受
け

継
ぎ
、
風
化
さ
せ
な
い
こ
と
に

追悼式でスピーチする NY 宮城県人会の白田さん

な
る
﹂
と
述
べ
た
。

　

被
災
地
か
ら
の
リ
ポ
ー
ト
で

は
岩
手
県
が
﹁
復
興
の
歩
み
﹂

と
題
す
る
ビ
デ
オ
を
上
映
、
福

島
県
は
経
済
産
業
省
か
ら
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
に
留
学
中
の
相
原

翔
さ
ん
が
﹁
福
島
の
未
来
に
向

け
て
﹂
と
題
し
ス
ピ
ー
チ
、
宮

城
県
人
会
は
演
劇
﹁
い
の
ち
の

か
た
り
つ
ぎ
﹂に
つ
い
て
企
画
・

演
出
を
担
当
し
た
都
甲
︵
と
こ

う
︶ま
り
子
さ
ん
が
報
告
し
た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら 

11
年

ほ
く
ほ
く
会
が
追
悼
式

https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/
http://www.iiicareer.com/
http://goldsteinvisa.com
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外
交
問
題
評
議
会

　

ロ
シ
ア
軍
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

侵
入
し
て
か
ら
８
日
目
の
３

日
、
ア
ル
セ
ニ
ー
・
ヤ
ツ
ェ
ニ

ュ
ク
元
ウ
ク
ラ
イ
ナ
首
相
が
外

交
問
題
評
議
会
︵
Ｃ
Ｆ
Ｒ
︶
の

﹁
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
の
展
望
﹂

で
討
論
、
１
時
間
に
渡
っ
て
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
現
状
を
述
べ
た
。

聞
き
手
は
同
評
議
会
シ
ニ
ア
フ

ェ
ロ
ー
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
Ａ
・

ク
プ
チ
ャ
ン
氏
で
、
同
討
論
会

は
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
と
ウ
ク
ラ

イ
ナ
を
繋
い
で
バ
ー
チ
ャ
ル
で

行
わ
れ
た
。

　

ヤ
ツ
ェ
ニ
ュ
ク
氏
は
、
先
ず

ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
の
強
固
な
抵

抗
と
団
結
心
を
讃
え
、
プ
ー
チ

ン
露
大
統
領
の
﹁
誤
算
﹂
を
強

く
指
摘
し
た
。
そ
の
後
﹁
他
国

家
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
ど
う
援
助

で
き
る
か
？
﹂
の
ク
プ
チ
ャ
ン

氏
の
質
問
に
答
え
て
、
戦
闘
機

や
弾
道
弾
迎
撃
ミ
サ
イ
ル
な
ど

の
武
器
援
助
の
必
要
性
を
述
べ

た
。
次
に
民
間
人
保
護
の
た
め

の
飛
行
禁
止
区
域
を
要
求
。
３

番
目
は
対
ロ
シ
ア
へ
の
経
済
制

裁
と
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
の
制

裁
。﹁
特
に
石
油
な
ど
エ
ネ
ル

ギ
ー
製
品
の
制
裁
は
こ
れ
か
ら

の
暖
か
い
季
節
は
欧
米
な
ど
に

は
苦
に
な
ら
な
い
は
ず
﹂
と
、

ボ
イ
コ
ッ
ト
を
示
唆
し
た
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
を
欧
州
連
合︵
Ｅ
Ｕ
︶

ウ
ク
ラ
イ
ナ
元
首
相
と
討
論

に
加
盟
さ
せ
る
こ
と
。
そ
し
て

マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
︵
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
復
興
援
助
計
画
︶
に
即
し

て
﹁
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
プ
ー
チ
ン

に
放
棄
す
る
こ
と
は
決
し
て
な

い
﹂
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝

え
て
欲
し
い
と
述
べ
た
。

　

﹁
外
交
手
段
で
プ
ー
チ
ン
大

統
領
と
掛
け
合
う
の
は
？
﹂
と

の
ク
プ
チ
ャ
ン
氏
の
質
問
に
対

し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を

見
る
と
同
大
統
領
は
時
間
稼
ぎ

の
手
段
で
は
あ
っ
て
も
本
気
で

交
渉
す
る
用
意
は
見
え
な
い
と

答
え
た
。
さ
ら
に
、﹁
ウ
ク
ラ

イ
ナ
人
口
の
半
数
は
ロ
シ
ア
語

を
話
す
が
…
﹂
と
の
問
い
に
ヤ

ツ
ェ
ニ
ュ
ク
氏
は
、
地
域
に
よ

っ
て
は
そ
れ
以
上
の
人
口
が
ロ

シ
ア
語
を
話
す
が
、︵
国
民
の

意
識
は
︶
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
ロ
シ

ア
で
は
な
い
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人

は
ロ
シ
ア
人
で
は
な
い
と
答
え

た
。﹁
ロ
シ
ア
民
族
は
一
体
と

言
っ
て
い
る
の
は
プ
ー
チ
ン
だ

け
で
、
我
々
の
心
も
魂
も
精
神

も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
以
外
の
何
で

も
な
い
﹂
と
ヤ
ツ
ェ
ニ
ュ
ク
氏

は
語
っ
た
。

︵
ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
今
井
絹
江
︶

ヤツェニュク元首相クプチャン氏

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

で
、
２
番
街
９
丁
目
角
に
あ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
レ
ス
ト
ラ
ン﹁
べ

セ
ル
カ
﹂
に
連
日
多
く
の
客
が

集
ま
る
一
方
、
57
丁
目
に
あ
る

﹁
ロ
シ
ア
ン
・
テ
ィ
ー
・
ル
ー
ム
﹂

に
は
閑
古
鳥
が
鳴
い
て
い
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
で
虹
を
意
味

す
る
べ
セ
ル
カ
は
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
支
援
の
人
た
ち
や
非
営
利
団

体
の
拠
点
と
な
っ
て
お
り
、
店

自
身
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
寄
付

活
動
を
行
っ
て
お
り
、
侵
攻
後

最
初
の
１
週
間
で
約
１
万
ド
ル

の
寄
付
金
が
集
ま
っ
た
と
い

う
。
ま
た
、
店
頭
で
は
電
池
や

衣
料
品
な
ど
の
現
物
寄
付
も
受

け
付
け
て
い
る
。

　

一
方
、
創
業
95
年
を
誇
り
、

フ
ラ
ン
ク
・
シ
ナ
ト
ラ
な
ど

数
々
の
有
名
人
が
利
用
し
て
き

た
ロ
シ
ア
ン
・
テ
ィ
ー
ル
ー
ム

の
客
足
は
大
幅
に
減
り
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
脅
迫
さ
え
あ
っ
た
と
い

う
。
２
月
24
日
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
が
始
ま
り
、
同
レ
ス
ト
ラ

ン
は
28
日
に
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

国
旗
に
﹁
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
連

帯
﹂
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
入

れ
た
ロ
ゴ
を
全
面
に
出
し
た
。

声
明
文
も
掲
載
し
、﹁
ロ
シ
ア

ン
・
テ
ィ
ー
・
ル
ー
ム
は
ロ
シ

ア
の
い
わ
れ
の
な
い
戦
争
行
為

を
も
っ
と
も
強
い
言
葉
で
非
難

し
ま
す
。
そ
の
歴
史
は
、
95
年

に
わ
た
り
共
産
主
義
独
裁
に
反

対
し
、
民
主
主
義
の
た
め
に
発

言
す
る
こ
と
に
深
く
根
ざ
し
て

い
ま
す
。
革
命
に
よ
っ
て
居
場

所
を
失
っ
た
創
業
者
た
ち
が
ス

タ
ー
リ
ン
の
ソ
連
に
立
ち
向
か

っ
た
よ
う
に
、
わ
た
し
た
ち
は

プ
ー
チ
ン
に
立
ち
向
か
い
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
に
連
帯
し
ま

す
﹂
と
し
て
い
る
。
し
か
し
客

足
は
遠
の
い
た
ま
ま
だ
。

　

ロ
シ
ア
ン
・
テ
ィ
ー
・
ル
ー

ム
は
１
９
２
７
年
に
ロ
シ
ア
帝

国
バ
レ
エ
団
の
メ
ン
バ
ー
に
よ

っ
て
開
業
さ
れ
た
が
、
現
在
の

ロ
シ
ア
と
は
関
係
が
な
い
。
数

度
に
わ
た
る
オ
ー
ナ
ー
の
変
遷

を
経
て
、
現
在
は
金
融
会
社
の

Ｒ
Ｔ
Ｒ
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
グ

ル
ー
プ
︵
ジ
ェ
ラ
ス
ド
・
リ
ー

プ
リ
ッ
チ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
︶
が
所
有
し

て
い
る
。

　

ロ
シ
ア
製
品
な
ど
へ
の
ボ
イ

コ
ッ
ト
で
は
、
全
米
各
地
で
ウ

ォ
ッ
カ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
酒
店

か
ら
の
撤
去
や
不
買
運
動
が
起

き
て
い
る
。
こ
の
た
め
ウ
ォ
ッ

カ
ブ
ラ
ン
ド
の
﹁
ス
ト
リ
チ
ナ

ヤ
﹂
は
﹁
ス
ト
リ
﹂
に
名
称
変

更
し
た
が
、
会
社
は
ル
ク
セ
ン

ブ
ル
ク
の
複
合
企
業
で
製
造
は

ラ
ト
ビ
ア
で
行
わ
れ
て
お
り
ロ

シ
ア
と
は
関
係
が
な
い
。
ロ
シ

ア
第
２
の
石
油
大
手
ル
ク
オ
イ

ル
が
提
携
す
る
Ｌ
Ｕ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｌ

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
の
給
油

に
反
対
す
る
運
動
も
起
き
て
い

る
。
株
価
が
暴
落
し
た
ル
ク
オ

イ
ル
は
３
日
、﹁
私
た
ち
は
武

力
紛
争
の
迅
速
な
停
止
を
求

め
、
外
交
手
段
を
通
じ
た
交
渉

に
よ
る
解
決
を
全
面
的
に
支
持

す
る
﹂
と
の
声
明
を
出
す
な
ど

対
応
に
追
わ
れ
て
い
る
。

 ロシアン・ティー・ルーム ウクライナ料理店「ベセルカ」

ロシアン・ティールームは閑古鳥、ウクライナ料理店は大繁盛

ウ
ク
ラ
イ
ナ
系
に
は
寄
付
続
々

ロ
シ
ア
系
不
買
運
動
と
ば
っ
ち
り

ア
ジ
ア
系
女
性
７
人
襲
う

28
歳
男
を
逮
捕
、
総
領
事
館
が
注
意
喚
起

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
は
３

日
、
先
月
28
日
に
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
で
７
件
連
続
し
て
発
生
し
た

ア
ジ
ア
系
女
性
ば
か
り
を
狙
っ

た
暴
行
事
件
の
容
疑
者
を
逮
捕

し
た
と
発
表
し
た
。
逮
捕
さ
れ

た
の
は
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ジ
ャ

ゾ
ン
ク
容
疑
者
︵
２
８
︶。
事

件
は
２
月
27
日
午
後
６
時
30

分
か
ら
８
時
30
分
ま
で
の
間

に
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
７
か
所

で
、
７
人
の
ア
ジ
ア
人
女
性
が

同
じ
男
に
突
然
顔
面
を
殴
ら
れ

る
な
ど
の
暴
行
被
害
を
受
け
た

も
の
。
事
件
発
生
場
所
は
次
マ

ジ
ソ
ン
街
と
東
30
丁
目
の
角
、

五
番
街
と
東
30
丁
目
の
角
、
フ

ラ
ッ
ト
ア
イ
ア
ン
地
区
パ
ー
ク

街
と
東
23
丁
目
の
角
、
ア
ー
ビ

ン
グ
プ
レ
イ
ス
と
東
17
丁
目
の

角
、
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
と
東

17
丁
目
の
角
、
ノ
リ
ー
タ
地
区

ハ
ウ
ス
ト
ン
通
り
と
モ
ッ
ト
通

り
の
角
、
グ
リ
ニ
ッ
ジ
ビ
レ
ッ

ジ
地
区
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
と
東

８
丁
目
の
角
。
Ｎ
Ｙ
総
領
事
館

で
は
、
不
審
な
人
物
に
は
近
づ

か
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
の
対

策
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

ア
ノ
ニ
マ
ス
は
ま
た
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
に
ロ
シ
ア
国
民
に
向

け
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
を
投

稿
し
た
。
ロ
シ
ア
の
攻
撃
に
よ

っ
て
破
壊
さ
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
街
の
ビ
デ
オ
が
流
れ
、
﹁
現

段
階
で
、
こ
の
紛
争
を
止
め
る

最
も
平
和
的
な
方
法
は
ロ
シ
ア

国
民
が
立
ち
あ
が
っ
て
プ
ー
チ

ン
を
追
放
す
る
こ
と
で
す
。
私

た
ち
は
皆
さ
ん
を
支
援
し
、
サ

イ
バ
ー
的
支
援
を
提
供
し
ま

す
﹂
と
呼
び
か
け
て
い
る
。
ロ

シ
ア
語
版
も
投
稿
し
て
い
る
。

　

ア
ノ
ニ
マ
ス
は
侵
攻
前
の
２

月
16
日
に
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
緊
張
が
続
く
よ
う

で
あ
れ
ば
﹁
産
業
シ
ス
テ
ム
を

人
質
に
と
る
こ
と
が
で
き
る
﹂

と
ハ
ッ
キ
ン
グ
予
告
。
侵
攻
直

後
の
25
日
に
は
﹁
﹁
ロ
シ
ア
政

府
を
標
的
に
し
て
い
る
。
民

間
企
業
も
影
響
を
受
け
る
可

能
性
は
高
い
﹂
と
宣
戦
布
告

し
、﹁gov.ru

﹂
や
﹁krem

lin.
ru

﹂
な
ど
ロ
シ
ア
政
府
の
関

連
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
一
時
ア
ク

セ
ス
不
能
に
な
っ
た
。
匿
名
や

名
無
し
を
意
味
す
る
ア
ノ
ニ
マ

ス
は
２
０
０
６
年
頃
に
、
匿
名

掲
示
板
﹁4chan

﹂
に
て
、
情

報
の
自
由
や
人
権
な
ど
を
掲

げ
誕
生
し
た
ハ
ッ
キ
ン
グ
集

団
。
17
世
紀
初
頭
の
英
国
で
爆

弾
テ
ロ
に
よ
る
国
家
転
覆
を
企

て
た
ガ
イ
・
フ
ォ
ー
ク
ス
の
顔

が
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
で
、
世
界

中
に
メ
ン
バ
ー
が
い
る
と
見
ら

れ
る
。
２
０
１
２
年
に
は
日
本

の
著
作
権
改
正
に
反
対
し
日
本

政
府
や
最
高
裁
の
サ
イ
ト
を
攻

撃
し
て
い
る
。
写
真
は
ユ
ー
チ

ュ
ー
ブ
に
投
稿
さ
れ
た
﹁
ロ
シ

ア
国
民
に
向
け
て
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
﹂　
　
　

　︵
１
面
に
記
事
︶

ロ
シ
ア
国
民
に
呼
び
か
け
る

プ
ー
チ
ン
追
放
が
最
も
平
和
的

アノニマス

http://www.nyseikatsu.com
tel:2122136069
http://villagewellusa.com
tel:9175773969
http://www.rostamilaw.com
http://jweeklyusa.com
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税

金

特

集

⑥

企
業
派
遣
留
学
生
や
研
修
生
の
税
務

 

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
米
国
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

須
田
洋
平

　

米
国
外
の
企
業
か
ら
派
遣
さ

れ
て
Ｆ
、
Ｊ
、
Ｍ
や
Ｑ
な
ど
の

ビ
ザ
を
持
っ
て
米
国
の
Ｍ
Ｂ
Ａ

コ
ー
ス
や
専
門
の
コ
ー
ス
を
勉

強
す
る
方
や
、
研
究
所
や
現
地

の
職
場
で
研
修
を
さ
れ
る
方
が

い
ま
す
。
企
業
派
遣
留
学
生
や

研
修
生
の
中
で
、
勉
強
や
研
究

で
短
期
的
に
米
国
に
滞
在
す
る

人
は
免
税
だ
と
聞
い
た
か
ら
何

も
し
な
く
て
も
大
丈
夫
と
考
え

て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？
免

税
の
恩
恵
を
受
け
る
に
は
Ｉ
Ｒ

Ｓ
に
特
定
の
報
告
書
を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
留
学

や
研
修
を
有
意
義
な
も
の
に
す

る
た
め
に
も
税
金
の
手
続
き
で

や
る
べ
き
こ
と
は
き
ち
ん
と
済

ま
せ
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

今
週
は
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
報

告
義
務
を
怠
っ
た
場
合
に
多
額

の
追
徴
が
発
生
す
る
可
能
性
の

あ
る
企
業
派
遣
学
生
や
研
修
生

の
税
務
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。

　

Ｆ
、
Ｊ
、
Ｍ
や
Ｑ
な
ど
の
特

殊
な
ビ
ザ
を
保
持
し
て
い
る
留

学
生
や
研
修
生
に
は
、
非
居
住

者
身
分
と
非
課
税
扱
い
の
２
つ

の
優
遇
税
法
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

▽
非
居
住
者

　

本
シ
リ
ー
ズ
第
４
号
で
説

明
し
た
よ
う
に
、
米
国
税
法

上
、
永
住
権
を
保
有
し
て
い
な

い
外
国
人
は
実
質
的
滞
在
条
件

テ
ス
ト
に
よ
っ
て
米
国
居
住
者

に
な
る
か
を
判
定
し
ま
す
。
実

質
的
滞
在
条
件
テ
ス
ト
は
、
対

象
の
年
の
米
国
滞
在
日
数
が
31

日
以
上
あ
り
、
そ
の
年
の
滞
在

日
数
、
前
年
の
滞
在
日
数
の
３

分
の
１
、
お
よ
び
前
々
年
の
滞

在
日
数
の
６
分
の
１
の
合
計
が

１
８
３
日
以
上
あ
る
か
ど
う
か

で
判
定
し
ま
す
。
し
か
し
Ｆ
、

Ｊ
、
Ｍ
や
Ｑ
ビ
ザ
の
保
有
者
に

は
こ
の
規
則
の
適
用
が
免
除
さ

れ
て
お
り
、
た
と
え
一
年
中
米

国
に
滞
在
し
て
い
た
と
し
て
も

非
居
住
者
と
な
り
ま
す
。
但
し

こ
の
例
外
規
定
に
は
年
数
制
限

が
あ
り
ま
す
。
Ｆ
ビ
ザ
保
有
の

企
業
派
遣
学
生
の
場
合
に
は
基

本
５
年
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
研
修
生
ビ
ザ
の
場
合
も
、

非
居
住
者
の
身
分
は
基
本
過
去

６
年
間
の
う
ち
２
年
間
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
研
修
生
の

給
与
や
諸
手
当
が
全
額
米
国
外

の
企
業
に
よ
る
負
担
と
な
っ
て

い
る
場
合
に
は
、
最
長
４
年
ま

で
非
居
住
者
の
取
り
扱
い
が
認

め
ら
れ
ま
す
。

　

非
居
住
者
と
な
る
こ
と
で
、

日
本
な
ど
で
発
生
し
た
米
国
外

の
利
子
、
配
当
、
不
動
産
所
得

な
ど
の
個
人
所
得
を
報
告
す
る

必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。ま
た
、

米
国
の
銀
行
預
金
か
ら
の
利
子

が
免
税
と
な
り
ま
す
。
米
国
の

銀
行
預
金
か
ら
の
利
子
を
免
税

に
す
る
た
め
に
は
、
金
融
機
関

に
様
式W

-8 B
E

N

を
提
出
し

て
非
居
住
者
申
請
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
非
居

住
者
に
な
る
こ
と
で
外
国
金
融

口
座
報
告
書
の
報
告
も
免
除
さ

れ
ま
す
。

▽
非
課
税

　

企
業
派
遣
留
学
生
や
研
修
生

は
、
派
遣
さ
れ
て
い
る
方
が
米

国
外
の
雇
用
主
の
従
業
員
で
あ

り
、
か
つ
、
支
払
わ
れ
る
給
与

や
手
当
て
が
全
て
米
国
外
の
雇

用
主
負
担
で
あ
る
こ
と
を
条
件

に
、
米
国
外
で
支
払
わ
れ
る
、

ま
た
は
米
国
外
か
ら
送
金
さ
れ

る
給
与
や
諸
手
当
を
非
課
税
と

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
米
国

の
子
会
社
な
ど
が
給
与
を
一
旦

立
て
替
え
て
米
ド
ル
で
支
払
っ

て
い
た
と
し
て
も
、
付
け
替
え

を
し
て
最
終
の
給
与
負
担
が
米

国
外
の
派
遣
元
企
業
と
な
る
場

合
は
、
こ
の
非
課
税
の
取
り
扱

い
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▽
報
告
書

　

こ
れ
ら
の
恩
恵
を
う
け
る
た

め
に
は
報
告
書
の
様
式8843

︵Statem
ent for exem

pt 
individuals

︶
を
申
告
書
と

同
じ
期
日
ま
で
に
Ｉ
Ｒ
Ｓ
に
提

出
し
ま
す
。
こ
の
様
式
は
基
本

的
な
情
報
入
力
を
す
る
の
み
で

よ
く
、
氏
名
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
番
号
︵
番
号

を
保
有
し
て
い
な
い
場
合
は

﹁
Ｎ
Ｒ
Ａ
﹂
と
記
載
︶、
留
学
・

研
修
先
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
名
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
長
の
名
前
と
連
絡

先
、
住
所
、
過
去
の
滞
在
日
数

や
ビ
ザ
状
況
な
ど
の
情
報
を
記

入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
日
本
で
の
所
得
は
日
本
の

本
社
が
全
額
負
担
を
し
て
い
れ

ば
免
税
と
な
り
ま
す
が
、
米
国

の
子
会
社
が
負
担
し
て
い
る
金

額
や
、
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
・
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
得
た
所
得
な
ど

は
米
国
源
泉
所
得
と
し
て
米
国

で
課
税
さ
れ
ま
す
。
課
税
扱
い

の
米
国
源
泉
所
得
が
あ
る
場
合

は
非
居
住
者
の
申
告
様
式
で
あ

る1040N
R

を
使
用
し
て
税

金
を
計
算
し
、
様
式8843

と

一
緒
に
Ｉ
Ｒ
Ｓ
に
提
出
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
米
国
で
学
業

や
研
修
以
外
で
発
生
す
る
所
得

は
な
い
場
合
は
様
式8843

の

提
出
だ
け
で
す
の
で
簡
単
な
作

業
と
な
り
ま
す
。

＊
＊
上
記
記
事
は
、
財
務
省
通

牒
２
３
０
号10.37

条(a)(2)

規
定
上
の
書
面
に
よ
る
税
務
ア

ド
バ
イ
ス
の
た
め
の
基
準
を
満

た
す
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
記
事
中
の
情
報
は

す
べ
て
一
般
的
な
も
の
で
あ

り
、
特
定
の
個
人
も
し
く
は
事

業
体
の
状
況
へ
の
適
用
を
意
図

し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
施
行
さ
れ
て
い
る
税
法
に

沿
っ
て
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

今
後
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
各
個
人
は
特
定
事
項

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
上
記

内
容
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
の

で
は
な
く
、
実
状
に
基
づ
き
専

門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

記
事
中
の
見
解
や
意
見
は
著
者

個
人
の
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し

も
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ 

Ｌ
Ｌ
Ｐ
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

3
月
か
ら
の
日
本
政
府
の
水

際
対
策
緩
和
措
置
を
受
け
、
旅

行
会
社
の
ア
ム
ネ
ッ
ト
は
15
日

︵
火
︶
午
後
２
時
か
ら
３
時
ま

で
、﹁
水
際
対
策
緩
和
！
最
新

日
本
行
き
﹂
と
題
し
た
無
料
ウ

ェ
ビ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。

　

こ
の
春
や
夏
に
日
本
へ
の
帰

国
を
考
え
て
い
る
人
を
対
象

に
、
北
海
道
や
九
州
な
ど
の
地

最新日本行き情報
アムネットが 15 日

無料ウェビナー開催

　

国
際
人
権
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ヒ
ュ
ー

マ
ン
・
ラ
イ
ツ
・
ナ
ウ
は
、
3

月
8
日
の
国
際
女
性
デ
ー
に
ち

な
ん
で
、﹁
女
性
と
全
て
の
人

に
と
っ
て
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
﹂
と
題
し
、

主
に
女
性
の
権
利
擁
護
を
テ
ー

マ
と
し
た
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を
16
日

︵
水
︶
午
前
10
時
︵
東
海
岸
時

間
︶
か
ら
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
上
で
開
催

す
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
で
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ

っ
て
特
に
女
性
労
働
者
の
経
済

的
搾
取
の
問
題
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
と
し
て
、
持
続
可
能
で

公
正
な
社
会
の
た
め
に
産
業
・

企
業
・
投
資
家
に
何
が
で
き
る

の
か
を
社
会
起
業
家
、
投
資

家
、
弁
護
士
な
ど
の
視
点
か
ら

語
る
。

　

3
月
14
日
か
ら
25
日
に
か
け

て
は
国
連
本
部
で
も
第
66
回
女

性
の
地
位
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
女
性
の
社
会
的
地
位
に
関

す
る
議
論
が
国
際
女
性
デ
ー
を

前
に
よ
り
活
発
に
な
る
と
み
ら

れ
る
。

　

モ
デ
レ
ー
タ
ー
は
、
弁
護
士

の
佐
藤
暁
子
さ
ん
。
パ
ネ
リ
ス

ト
は
、
米
ボ
ス
ト
ン
・
コ
モ
ン
・

ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

兼
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
と
エ

ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
責
任
者
の

ロ
ー
レ
ン
・
コ
ン
ピ
ア
さ
ん
、

国
連
／
ス
ワ
ロ
フ
ス
キ
ー
財
団

の
ワ
ン
バ
イ
ワ
ン
推
進
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
で
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
Ｇ

Ｓ
非
営
利
理
事
の
花
沢
菊
香
さ

ん
、
国
際
人
権
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ラ
イ
ツ
・
ナ
ウ
事
務
局
長

で
弁
護
士
の
伊
藤
和
子
さ
ん
。

　

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
の
参
加
費

は
無
料
で
英
語
が
使
用
言

語

と

し

て

使

わ

れ

る
。

参

加
申
込
リ
ン
ク
はhttps://

w
w
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tickets-285350710657

で
、録
画
の
み
の
予
約
は
不
可
。

女性労働者への
経済的搾取テーマ

ヒューマン・ライツ・ナウ 16 日に

　

こ
ん
に
ち
は
、
理
学
療
法
士

の
須
賀
で
す
。

　

め
ま
い
は
多
く
の
方
が
お
持

ち
の
症
状
で
す
。
し
か
し
﹁
め

ま
い
が
す
る
の
は
仕
方
が
な

い
﹂
﹁
歳
だ
か
ら
仕
方
な
い
﹂

と
言
わ
れ
て
諦
め
て
し
ま
っ
て

い
る
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
め
ま
い
と
一
口
に
言
っ

て
も
実
は
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ

が
あ
っ
て
、
私
た
ち
理
学
療
法

士
が
担
当
し
て
良
く
な
る
も
の

も
多
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

残
念
な
が
ら
そ
の
こ
と
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
本
日

は
ま
ず
、
め
ま
い
に
ど
の
よ
う

な
タ
イ
プ
が
あ
る
の
か
、
に
つ

い
て
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

め
ま
い
は
大
き
く
分
け
て
３

つ
の
原
因
で
起
こ
り
ま
す
。
１

つ
目
は
耳
の
中
の
機
能
低
下
や

異
常
で
起
こ
る
も
の
で
す
。
耳

に
は
三
半
器
官
が
あ
っ
て
、
バ

ラ
ン
ス
や
乗
り
物
酔
い
に
関
わ

る
と
聞
い
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
そ
の

状
態
に
よ
っ
て
、
め
ま
い
が
生

じ
ま
す
。
２
つ
目
は
脳
の
異
常

で
起
こ
る
も
の
。
こ
れ
は
脳
梗

塞
や
脳
出
血
、
小
脳
の
病
気
に

よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
3
つ
目

は
全
身
状
態
に
よ
っ
て
起
こ
る

も
の
。
起
立
性
の
低
血
圧
や
脱

水
、
低
血
糖
な
ど
が
こ
れ
に
あ

た
り
ま
す
。

　

私
た
ち
理
学
療
法
士
は
主
に

１
つ
目
、
耳
の
中
の
機
能
低
下

や
異
常
に
よ
っ
て
起
こ
る
め
ま

い
の
治
療
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
こ
の
中
に
も
タ
イ
プ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
自
分
が
当
て
は

ま
る
か
も
？
と
い
う
場
合
は
適

切
な
治
療
で
よ
く
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
は
耳
の

三
半
規
管
に
石
が
入
っ
て
し
ま

う
タ
イ
プ
に
つ
い
て
で
す
。
良

性
発
作
性
頭
位
性
め
ま
い
と
呼

ば
れ
、
こ
の
タ
イ
プ
で
は
ベ
ッ

ド
か
ら
体
を
起
こ
し
た
り
、
頭

を
横
に
向
け
た
り
、
上
半
身
を

曲
げ
る
と
﹁
世
界
が
ぐ
る
ぐ
る

と
回
転
す
る
﹂
よ
う
な
め
ま
い

が
１
分
程
度
続
き
ま
す
。
２
つ

目
は
前
庭
機
能
低
下
症
と
呼
ば

れ
、
目
と
頭
の
動
き
を
調
整
し

て
合
わ
せ
る
耳
の
中
の
機
能
が

落
ち
て
し
ま
っ
て
い
る
タ
イ
プ

で
す
。
こ
の
タ
イ
プ
で
は
首
を

振
っ
た
時
な
ど
に
ふ
わ
ふ
わ
し

た
よ
う
な
め
ま
い
を
生
じ
た

り
、
動
い
て
い
る
時
に
目
の
焦

点
を
合
わ
せ
づ
ら
く
ぼ
や
け
た

り
が
起
こ
り
ま
す
。
３
つ
目
は

M
otion sickness

︵
動
き
に

https://youtu.be/VxQGPKBRAVQ

め
ま
い
に
つ
い
て

1

く
だ
さ
い
。

■Dr. Kohei Suga
︵
須
賀

康
平
︶、
Ｐ
Ｔ
、
Ｄ
Ｐ
Ｔ
、
Ｃ

Ｆ
Ｍ
Ｓ

  

日
米
で
の
臨
床
経
験
を
持

ち
、
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
や
日
本
理
学
療
法
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
作
成
に
も
携
わ
っ

過
敏
な
状
態
︶
で
す
。
こ
れ
は

乗
り
物
酔
い
を
し
や
す
か
っ
た

り
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
た
く
さ

ん
の
視
覚
情
報
が
入
る
と
め
ま

い
が
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う

か
？
こ
れ
ら
に
当
て
は
ま
る
場

合
は
薬
を
使
わ
ず
に
適
切
な
検

査
と
治
療
で
よ
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
今
後
そ
れ
ぞ
れ
の

状
態
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
詳

し
く
お
伝
え
し
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
と
Ｕ
Ｒ

Ｌ
か
らY

ouT
ube

ビ
デ
オ

で
こ
れ
ら
の
情
報
を
詳
し
く
解

説
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

た
セ
ラ
ピ
ス
ト
。
世
界
初
で

Fascial Manipulation ®

の
認

定
を
取
得
し
た
筋
膜
の
専
門

家
。
専
門
は
筋
膜
、
め
ま
い
、

整
形
外
科
全
般
と
ス
ポ
ー
ツ
。

方
へ
の
移
動
も
し
や
す
く
な

り
、
交
通
機
関
も
利
用
可
能
と

な
っ
た
日
本
の
最
新
情
報
を
、

ア
ム
ネ
ッ
ト
ス
タ
ッ
フ
の
体
験

談
と
と
も
に
解
説
す
る
。

　

参
加
費
無
料
。
申
し
込
み
・

詳
細
は
ア
ム
ネ
ッ
ト
公
式
ウ
ェ

ブ

サ

イ

トhttps://am
net-

usa.com

を
参
照
す
る
。

今
月
か
ら
日
本
の
水
際
対
策
緩
和
措
置

伊藤さん コンピアさん 花沢さん 佐藤さん

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
商
工
会

議
所
は
16
日
午
後
４
時
か
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
上
で
横
浜
に
本
社
を

置
く
日
本
企
業
２
社
と
﹁
バ
ー

チ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ッ
ト
会
﹂
を
開

催
す
る
。
参
加
す
る
の
は
ア
ル

ケ
リ
ス
株
式
会
社
経
営
企
画
部

長
の
佐
保
勝
彦
氏
と
株
式
会
社

ワ
ン
ウ
ィ
ル
代
表
取
締
役
の
山

本
倍
章
氏
。
米
国
で
ビ
ジ
ネ
ス

展
開
を
進
め
る
上
で
の
意
見
交

換
を
行
う
。

　

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込

み

はinfo@
jcciny

.org/ 
takayam

a@
idec.or.jp

。

米
国
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開

横
浜
の
企
業
と
意
見
交
換

https://w
https://youtu.be/VxQGPKBRAVQ
https://amnet-usa.com
https://amnet-usa.com
https://amnet-usa.com
mailto:info@jcciny.org/
mailto:info@jcciny.org/
mailto:info@jcciny.org/
mailto:takayama@idec.or.jp%E3%80%82
mailto:takayama@idec.or.jp%E3%80%82
mailto:takayama@idec.or.jp%E3%80%82
mailto:takayama@idec.or.jp%E3%80%82
mailto:takayama@idec.or.jp%E3%80%82
https://www.eventbrite.com/e/innovative-transformation-of-global-supply-chain-for-women-and-all-tickets-285350710657
https://michaeldunnlaw.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://www.maxjob.com/
mailto:nishimura@newyork-kaikei.com
https://www.hondag.com
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人
材
難
が
続
く
ア
メ
リ
カ
のG

reat R
esign

ation

〜
い
ま
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
〜
︻
前
編
︼

クイック USA

82
　

現
在
、
ア
メ
リ
カ
で
は
現
在

労
働
力
不
足
が
叫
ば
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
傾
向
が
あ
ま
り

に
顕
著
で
あ
る
た
め
﹁G

reat 
R

esignation (

大
量
退
職)

﹂

と
呼
ば
れ
る
様
に
な
り
ま
し
た

が
、
一
体
な
ぜ
こ
の
様
な
事
態

が
発
生
し
て
い
る
の
か
、
ま
た

企
業
と
し
て
は
何
に
気
を
付
け

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
、
と

い
っ
た
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
て

み
ま
し
た
。

■
こ
れ
ま
で
の
流
れ

　

こ
れ
ま
で
の
流
れ
を
振
り
返

る
と
、
発
端
は
ア
メ
リ
カ
が
ロ

ッ
ク
ダ
ウ
ン
に
突
入
す
る
な
ど

の
影
響
も
あ
り
解
雇
者
が
多
く

発
生
し
た
頃
ま
で
遡
り
ま
す

が
、
そ
の
頃
は
失
業
保
険
手
当

が
手
厚
く
な
り
、
失
業
者
が
失

業
前
よ
り
も
収
入
が
増
え
た

ケ
ー
ス
も
発
生
し
て
い
ま
し

た
。
手
厚
い
失
業
保
険
が
支
払

わ
れ
い
て
い
る
間
は
労
働
者
が

復
職
し
な
い
事
は
分
か
っ
て
い

た
事
な
の
で
す
が
、
そ
の
失
業

保
険
の
追
加
支
払
い
が
終
わ
っ

た
時
点
で
も
労
働
者
が
戻
っ
て

来
な
か
っ
た
頃
か
ら
雲
行
き
が

大
幅
に
怪
し
く
な
っ
て
き
た

と
さ
れ
、
２
０
２
１
年
8
月

に
４
３
０
万
人
、
9
月
に
は

４
４
０
万
人
が
退
職
し
た
事
態

がG
reat R

esignation

を

確
固
た
る
も
の
に
し
ま
し
た
。

■
な
ぜ
退
職
し
た
い
の
か

　

こ
の
頃
の
退
職
者
た
ち
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
に
不
安
を
覚
え
て

い
る
低
所
得
層
の
労
働
者
だ
け

で
な
く
、
普
段
の
生
活
で
行
っ

て
い
る
事
を
変
え
た
い
と
考
え

る
中
間
所
得
層
の
労
働
者
も
多

く
、
精
神
衛
生
面
の
良
い
、
ワ

ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
よ
り
充
実
し
た
生
活
を
希
望

す
る
流
れ
や
、
労
働
者
が
雇
用

者
と
の
関
係
を
見
直
そ
う
と
し

て
い
る
流
れ
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
退
職

者
た
ち
に
共
通
し
て
存
在
す
る

背
景
と
し
て
、﹁
バ
ー
ン
ア
ウ

ト
が
原
因
﹂
が
あ
る
と
も
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
逆
に
、
現
職

に
留
ま
っ
た
人
た
ち
が
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
挙
げ
た
の
が
、﹁
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
働
き
方
の
フ

レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
﹂
と
い
う
事

で
、
安
心
、
十
分
な
金
銭
待
遇
、

経
緯
が
持
た
れ
た
待
遇
と
い
う

事
だ
そ
う
で
す
。

　

後
編
で
は﹁
企
業
へ
の
影
響
﹂

と
﹁
Ｈ
Ｒ
の
役
割
﹂
に
つ
い
て

記
載
致
し
ま
す
。

参
考
関
連
動
画

：

https://youtu.be/QI7gLEj-
6ZeI小

楠
仁
啓

 SolutionPort, Inc.
President

　

www.919usa.com

 

米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
﹃
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ
：
日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
﹄
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

　この FIRE は「火事」ではなく、Financial Independence, Retire Early（経
済自立で早く引退）の頭文字。２０１０年代以降、アメリカのミレニアル世代

（２０代後半から４０才位）との会話で盛り上がる話題です。早くリタイアする
ウォール街の高給取りの話かと思ったら、さにあらず。FIRE は、衣食住のすべてで無駄な出費を切
り詰めて、貯蓄・投資をコツコツふやし、できれば４０代で仕事を引退し、自分がやりたい人生を実
現する運動なのです。　
　　ミレニアル世代は、親の世代が仕事を人生の中心におき、年を取るまで必死に働く姿に、疑問を
感じたと言われます。彼らの多くは「生きるための金さえ貯まれば、あとは自由に生きることに人生
の喜びがある。」と考え、その思いは次の Z 世代にも引き継がれました。　
　そして今、コロナ禍において、人々が人生や仕事を見直す機会を得て、FIRE 運動はアメリカだけ
ではなく、ヨーロッパひいては中国や日本の若者にも影響を与えています。確かに仕事が全てではな
いでしょう。願わくは、そんな若者たちが、互いを支え合う社会を作ることにも生きる喜びを見出し
てくれますように・・・                                                           （旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

FIRE  Movement
「経済自立で早く引退」運動

 米 語
Watch

 【222】

　

暗
殺
さ
れ
た
ケ
ネ
デ
ィ
元
大

統
領
を
叔
父
に
、
ロ
バ
ー
ト
・

ケ
ネ
デ
ィ
元
司
法
長
官
を
父
に

持
つ
ロ
バ
ー
ト
・
ケ
ネ
デ
ィ
・

ジ
ュ
ニ
ア
氏
︵
68
︶
が
反
ワ
ク

チ
ン
運
動
の
急
先
鋒
と
な
っ
て

い
る
。

　

ケ
ネ
デ
ィ
氏
は
１
月
23
日
、

首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
行
わ

れ
た
ワ
ク
チ
ン
義
務
に
反
対
す

る
集
会
に
参
加
し
た
約
２
万
人

を
前
に
﹁
ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー

ト
は
人
々
を
奴
隷
に
す
る
﹂
と

述
べ
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
ワ

ク
チ
ン
接
種
推
進
政
策
を
ナ
チ

ス
・
ド
イ
ツ
の
全
体
主
義
に
喩

え
て
批
判
し
た
。
さ
ら
に
﹁
低

軌
道
衛
星
﹂、
５
Ｇ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
、
ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト

を
通
じ
て
個
人
情
報
が
盗
ま
れ

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
行
動
の
自
由

に
脅
威
を
与
え
る
と
持
論
を
述

べ
、
そ
の
背
後
に
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
の
創
業
者
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ

が
い
る
な
ど
と
し
た
。
い
ず
れ

も
根
拠
の
な
い
﹁
陰
謀
論
﹂
の

域
を
出
て
い
な
い
。

　

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ア
ウ
シ
ュ
ビ

ッ
ツ
・
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
記
念
博
物

館
は
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
﹁
ワ
ク
チ

ン
に
つ
い
て
の
議
論
で
、
ナ
チ

ス
・
ド
イ
ツ
に
よ
る
悲
劇
を
悪

用
す
る
こ
と
は
道
徳
的
お
よ
び

知
的
衰
退
の
悲
し
い
症
状
だ
﹂

と
ケ
ネ
デ
ィ
氏
の
発
言
を
強
く

批
判
し
た
。

　

環
境
問
題
に
取
り
組
む
弁
護

士
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
ケ
ネ

デ
ィ
氏
だ
が
、
２
０
０
５
年
以

降
﹁
ワ
ク
チ
ン
は
自
閉
症
を
引

き
起
こ
す
﹂
な
ど
と
主
張
し
、

反
ワ
ク
チ
ン
の
提
唱
者
と
な
っ

て
い
る
。
15
年
に
は
子
供
に
ワ

ク
チ
ン
を
義
務
付
け
る
法
案
に

対
し
﹁
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
﹂
と
い

う
言
葉
を
使
用
し
、
米
国
最
大

の
ユ
ダ
ヤ
人
団
体
﹁
名
誉
毀
損

防
止
連
盟
︵
Ａ
Ｄ
Ｌ
︶﹂
か
ら

批
判
さ
れ
た
。
19
年
に
は
親
族

か
ら
も
批
判
の
声
が
上
が
り
、

姉
キ
ャ
ス
リ
ー
ン
・
ケ
ネ
デ
ィ
・

タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
氏
︵
70
︶
と
兄

ジ
ョ
セ
フ
・
Ｐ
・
ケ
ネ
デ
ィ
Ⅱ

︵
69
︶
氏
が
ポ
リ
テ
ィ
コ
・
マ

ガ
ジ
ン
に
寄
稿
し
、
ケ
ネ
デ
ィ

氏
の
主
張
す
る
反
ワ
ク
チ
ン
は

﹁
悲
劇
的
な
間
違
い
﹂
と
断
じ

た
。

　

し
か
し
、
ケ
ネ
デ
ィ
氏
は
コ

ロ
ナ
禍
が
始
ま
っ
て
か
ら
も
反

ワ
ク
チ
ン
を
広
め
る
イ
ン
フ
ル

エ
ン
サ
ー
と
し
て
活
発
に
活
動

を
続
け
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
ヘ

イ
ト
対
策
セ
ン
タ
ー
︵
Ｃ
Ｃ
Ｄ

Ｈ
︶
は
昨
年
５
月
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
と
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
調
べ

た
と
こ
ろ
反
ワ
ク
チ
ン
の
書
き

込
み
の
65
％
が
12
人
の
個
人
に

起
因
す
る
こ
と
を
見
つ
け
た

が
、
ケ
ネ
デ
ィ
氏
も
そ
の
１
人

だ
っ
た
。

　

そ
れ
を
受
け
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
は
該
当
す
る
書
き
込
み
を
削

除
、
80
万
人
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が

い
た
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
は
停
止

と
な
っ
た
。
ま
た
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
の
利
用
も
停
止
さ
れ
た
。
し

か
し
現
在
も
30
万
人
の
フ
ォ
ロ

ワ
ー
が
い
る
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

と
40
万
人
以
上
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー

が
い
る
ツ
イ
ッ
タ
ー
は
継
続
し

て
い
る
。

　

高
い
知
名
度
と
影
響
力
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
ケ
ネ
デ
ィ
氏
の

姉
や
弟
ら
親
族
か
ら
も
批
判
の

声
が
上
が
っ
て
い
る
。
故
ロ
バ

ー
ト
・
ケ
ネ
デ
ィ
元
司
法
長
官

に
は
11
人
の
子
が
お
り
ケ
ネ
デ

ィ
・
ジ
ュ
ニ
ア
氏
を
入
れ
て
８

人
が
存
命
中
だ
が
、
う
ち
５
人

は
ケ
ネ
デ
ィ
氏
の
反
ワ
ク
チ
ン

の
姿
勢
を
批
判
し
て
い
る
。

　

19
年
時
点
で
批
判
し
た
キ
ャ

ス
リ
ー
ン
氏
と
ジ
ョ
セ
フ
氏
の

ほ
か
、
ケ
リ
ー
・
ケ
ネ
デ
ィ
氏

︵
62
︶
は
今
回
、﹁
ボ
ビ
ー
︵
ロ

バ
ー
ト
の
愛
称
︶
の
嘘
と
恐
怖

心
に
は
気
分
が
悪
く
な
る
。
ひ

ど
い
レ
ト
リ
ッ
ク
を
強
く
非
難

す
る
﹂
と
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
投
稿

し
た
。
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
Ｇ
・

ケ
ネ
デ
ィ
氏
︵
58
︶
と
ロ
リ
ー
・

ケ
ネ
デ
ィ
氏
︵
53
︶
も
同
様
に

批
判
し
て
い
る
。
な
お
、
ダ
グ

ラ
ス
・
ケ
ネ
デ
ィ
氏
︵
54
︶
は

直
接
的
批
判
は
し
て
い
な
い
も

の
の
﹁
私
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

受
け
て
い
る
﹂
と
述
べ
反
ワ
ク

チ
ン
で
は
な
い
立
場
を
明
確
に

し
て
い
る
。

反
ワ
ク
チ
ン
論
の
拡
散
者
に

ロ
バ
ー
ト
・
ケ
ネ
デ
ィ
・
ジ
ュ
ニ
ア
氏

　

象
印
は
バ
ン
ダ
イ
ナ
ム
コ
・

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
・
ア
メ

リ
カ
・
イ
ン
ク
と
タ
ッ
グ
を
組

み
、
長
年
人
気
の
ビ
デ
オ
ゲ
ー

ム
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
パ
ッ

ク
マ
ン™

の
限
定
ス
テ
ン
レ
ス

マ
グ
を
発
売
し
た
。
２
種
類
の

ボ
ト
ル
に
は
そ
れ
ぞ
れ
懐
か
し

い
ゲ
ー
ム
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、
全
米
各

地
の
小
売
店
及
び
象
印
オ
ン

ラ
イ
ン
ス
ト
ア
︵https://bit.

ly/36d9eol

︶
に
て
販
売
が

開
始
さ
れ
て
い
る
。

　

象
印
ア
メ
リ
カ
は
昨
年
、
同

じ
く
ポ
ッ
プ
ア
イ
コ
ン
で
あ
る

ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
ー
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
商
品
を
発
表
。
象

印
ア
メ
リ
カ
の
山
崎
達
也
社
長

兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
﹁
こ
の
よ
う
な
日

本
の
代
表
的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
用
い
た
米
国
で
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
は
新
し
い
試
み
で
、

こ
の
先
も
っ
と
追
求
し
て
い
き

た
い
。
パ
ッ
ク
マ
ン
は
最
も
成

功
し
た
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー
ム
と

聞
い
て
い
る
の
で
、
大
き
な
イ

ン
パ
ク
ト
が
あ
る
と
期
待
し
て

い
る
﹂
と
述
べ
て
い
る
。

　

パ
ッ
ク
マ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
が

施
さ
れ
た
限
定
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

は
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
中

南
米
の
み
の
販
売
。
色
は
ス
テ

ン
レ
ス
と
ブ
ラ
ッ
ク
で
、
容
量

は
16
オ
ン
ス
︵
４
８
０
ミ
リ
リ

ッ
ト
ル
︶。
小
売
価
格
57
ド
ル
。

パックマンマグ象
印
が
発
売

　

ジ
ェ
ト
ロ
は
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

﹁
顧
客
と
﹃
つ
な
が
る
﹄
た
め

の
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
﹂
を
３
月
22
日(

火)

午
後

１
時
30
分
か
ら
午
後
2
時
30
分

ま
で
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
開
催
す

る
。
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
化
が
進
む
変
化
に
適
応

し
、
顧
客
と
直
接
﹁
つ
な
が

る
﹂
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
超
入
門
と
し

て
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
運
用

や
自
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
本

質
的
に
活
か
す
方
法
な
ど
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
講
師

は
、
株
式
会
社
五
色
か
ら
米

田
圭
氏
、
客
員
講
師
と
し
て

U
J T

hinktank

の
関
良
太
郎

氏
を
招
く
。
参
加
費
は
無
料

だ
。
申
し
込
み
は
、https://

w
w

w
.jetro.go.jp/form

5/
pub/sfc/foodm

arketing

か
ら
。
問
い
合
わ
せ
はsfc-

m
arketing@

jetro.go.jp

デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

ジ
ェ
ト
ロ 

22
日
に
無
料
で

https://youtu.be/QI7gLEj-6ZeI
https://youtu.be/QI7gLEj-6ZeI
https://youtu.be/QI7gLEj-6ZeI
https://youtu.be/QI7gLEj-6ZeI
https://youtu.be/QI7gLEj-6ZeI
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
https://bit.ly/36d9eol
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://kkobo.com/
https://hls-global.com
https://artofhaiku.org/
https://www.jetro.go.jp/form5/pub/sfc/foodmarketing


NYコミュニティに参加して、楽しいアクティブアダルトライフを！
　

﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
を
発
行
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
が
窓
口
と
な
っ
て
２
０

２
０
年
末
に
立
ち
上
げ
た
、
日
本
帰
国
支
援

サ

ー

ビ

ス
﹁FU

RU
SA

T
O

 PRO
JECT

﹂

の 

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
が
、
お
陰
様
で

こ
の
１
年
で
約
１
０
０
名
が
参
加
頂
け
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ

ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
、
こ
れ

か
ら
の
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
ど
の
よ
う
に
過
ご

し
て
い
く
の
か
。
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
た

り
、
悩
ん
で
い
る
方
々
に
対
し
て
、﹁
お
金
・

健
康
・
生
活
・
人
間
関
係
﹂
の
4
つ
の
ポ
イ

ン
ト
に
し
て
、
一
緒
に
悩
み
を
解
決
し
て
い

く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
を
毎
月
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
考
え
る
﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル

ト
ラ
イ
フ
﹂
は
、﹁
自
分
の
強
み
を
活
か
し
て

社
会
に
貢
献
す
る
エ
ル
ダ
ー
﹂
と
定
義
し
て

い
ま
す
。
日
本
へ
帰
国
し
た
後
、
皆
さ
ん
の

こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
、
強
み
を
活
か
し

て
、
日
本
を
、
そ
し
て
日
本
の
若
者
を
一
緒

に
元
気
に
し
た
い
!!
そ
う
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
世
界
が
一
変
し
ま
し
た
。

い
つ
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
と
実
感
し

た
か
ら
こ
そ
、
今
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
主
体
的
に
生
き
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
教
え
て
く
れ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
一
緒
に
ア

ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
を
築

き
、
人
生
よ
り
幸
せ
に
歩
ん
で
い

き
ま
せ
ん
か
？

　

次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の

方
は
、
是
非
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
ご
参
加
下
さ
い
。
ま
た
、
将
来

の
参
考
に
し
た
い
と
い
う
現
役
世

代
の
方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

☑
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
て
い

て
、
何
か
ら
始
め
て
良
い
か
分
か

ら
な
い
。

☑
日
本
へ
帰
国
を
考
え
て
い
る

け
ど
、
日
本
の
情
報
が
分
か
ら
な

い
。

☑
ア
メ
リ
カ
の
老
後
に
漠
然
と

し
た
不
安
を
抱
え
て
い
る
。

☑
身
寄
り
が
少
な
く
、
同
じ
よ
う
な
境
遇
の

方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
。

☑
日
本
帰
国
を
考
え
て
い
る
け
ど
誰
に
相
談

し
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
。

　

FU
RU

SA
T

O
 PRO

JECT

の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
、
あ
な
た
に
と
っ
て
抱
え
て
い

る
悩
み
の
解
決
に
繋
が
る
一
歩
を
踏
み
出
せ

る
と
思
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
今
後
も
さ
ら
に

特
典
を
充
実
し
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

良
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。 

ご
友
人
等
で
お
困
り
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
是
非
こ
の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
！

　

有
料
・
無
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
共
に
、
会

員
へ
の
加
入
は　

Ｎ
Ｙ
事
務
局
窓
口
担
当　

久

松

茂
︵hisam

atsu@
nyseikatsu.com

︶

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
お
申
し
込
み
の

際
は
、
参
加
希
望
者
の
フ
ル
ネ
ー
ム
︵
日
本

語
表
記
・
英
語
表
記
共
に
︶、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
有
料
・
無

料
ど
ち
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ご
参
加
希
望

か
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

日本帰国支援サービス「FURUSATO PROJECT」

無料NYコミュニティ参加の特典

有料NYコミュニティ会員の特典

「ワークショップ・アクティブアダルトライフ～日本帰国を考える7回シリーズ～第3弾」（無料）

・日本の情報などこれからの老後生活に有益な情報
がメルマガで得られる

・オンラインのワークショップ等のセミナー案内が
優先的に届く

・ワークショップに参加できなかった方は、セミ
ナー動画の閲覧が可能

・お悩みに対して相談窓口が対応

・ニューヨークでの現地情報

・オンラインでの健康コンサルティングの料金特別
割引

無料会員の特典をさらにパワーアップし、有料会員
限定の特典をご提供します。

・LINEグループのオンラインコミュニティ（有料会員
の方同士でオンライン・オフラインで繋がれる）

・有料会員向けメルマガ（月1回の有料会員限定の
日本帰国に関する有益情報）

・セミナー優先案内と優先申込（事務局が主催する
セミナーを先行案内）

・有料会員限定イベント（今後一時帰国プランや住
まい探しイベントなどを企画予定）

・FURUSATO PROJECTサービスを特別価格にてご
提案

・少人数制イベントへの参加費は無料（一般参加は
2000円）

・上記に加え、無料コミュニティの特典も全て受け
られます

＜有料コミュニティ会費＞　月1,650円（税込）

FURUSATO PROJECT では、将来のご帰
国に向けた準備をスムーズにしていただ
くため、お客様それぞれのニーズに合わ
せた、「リアル一時帰国・視察 & 体験ツ
アー」と「バーチャル一時帰国・視察 &
体験ツアー」をご提案いたしております。
詳細は事務局までお問合せください。

NY コミュニティに登録すると、全 7 回シリーズのオンラインワークショップなどのイベントに参加できます。

◆ 3 月：日本に帰国するために必要なチェックリストと解決方法
◆ 5 月：帰国準備の進め方〜これからのキャッシュフローを万全にする〜
◆ 7 月：帰国準備の進め方〜 401K や年金、税金対策〜
◆ 9 月：帰国準備の進め方〜健康を手に入れる 今から取り組むべきこと〜
◆ 11月：帰国準備の進め方〜最適な賃貸・分譲を見つける対策〜
◆ 1 月：帰国準備の進め方〜最適な介護施設を見つける対策〜

2022 年（令和 4 年）3 月12 日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［総　合］　　(8  )
　

16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
ア
ニ
メ

上
映
会
﹁
サ
タ
デ
ー
ア
フ
タ

ヌ
ー
ン
・
カ
ー
ト
ゥ
ー
ン
﹂

が
19
日
︵
土
︶
午
後
２
時
15

分
か
ら
、
ロ
ー
ワ
ー
イ
ー
ス

ト
サ
イ
ド
に
あ
る
メ
ト
ロ
グ

ラ

フ
︵M

etrograph

：

ル

ド
ロ
ー
通
り
７
番
地
。
電
話

２
１
２
・
６
６
０
・
０
３
１
２
︶

で
開
催
さ
れ
る
。
１
９
２
０
〜

50
年
代
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
作
品
の

中
か
ら
、
春
を
テ
ー
マ
に
専
門

家
が
選
り
す
ぐ
っ
た
短
編
ア
ニ

メ
を
ア
ナ
ロ
グ
フ
ィ
ル
ム
で
上

映
す
る
。
ア
ニ
メ
に
は
フ
ィ
リ

ッ
ク
ス
・
ザ
・
キ
ャ
ッ
ト
や
ベ

テ
ィ
ー
・
ブ
ー
プ
な
ど
の
長
年

愛
さ
れ
て
い
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
が
登
場
し
、
め
ず

ら
し
い
映
像
を
目
に
す
る
絶
好

の
機
会
と
な
る
。
上
映
後
は
質

疑
応
答
も
行
わ
れ
る
。

　

入
場
料
は
17
ド
ル
。
チ
ケ
ッ

ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://ny
c.m

etrograph.
com

を
参
照
す
る
。

16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
ア
ニ
メ
上
映
会

Saturday Afternoon 
C

artoons

　

ジ
ャ
ニ
ー
ズ
グ
ル
ー
プ﹁
嵐
﹂

の
初
ラ
イ
ブ
フ
ィ
ル
ム
が
、
米

国
最
大
の
映
画
興
行
会
社
Ａ

Ｍ
Ｃ
系
列
の
映
画
館
で
22
日

︵
火
︶、
一
夜
限
り
で
全
米
公
開

さ
れ
る
。

　

２
０
１
８
年
11
月
か
ら
１
年

以
上
に
わ
た
り
、
計
50
公
演
、

１
ツ
ア
ー
と
し
て
日
本
史
上
最

大
の
累
計
２
３
７
万
５
０
０
０

人
の
動
員
を
記
録
し
た
嵐
の
20

周
年
記
念
ツ
ア
ー
﹁A

rashi 
A

nniversary T
our 

5

×

20 

﹂。
映
画
と
し
て
撮
影
さ
れ

た
の
は
19
年
12
月
23
日
、
東
京

ド
ー
ム
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
、

ド
ロ
ー
ン
を
含
め
た
１
２
５
台

の
カ
メ
ラ
で
そ
の
す
べ
て
を
記

録
し
た
。
ド
ル
ビ
ー
シ
ネ
マ
で

表
現
さ
れ
る
大
迫
力
の
サ
ウ
ン

ド
と
美
し
い
映
像
、
嵐
５
人
と

５
万
２
０
０
０
人
の
観
客
が
作

り
出
す
熱
気
を
肌
で
体
感
で
き

る
２
時
間
28
分
の
作
品
。
英
語

字
幕
付
き
。
日
本
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
ラ
イ
ブ
フ
ィ
ル
ム
が
米

国
で
こ
の
規
模
で
上
映
さ
れ
る

の
は
史
上
初
と
な
る
。

　

上
映
劇
場
は
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
で
は
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
エ
ン
パ
イ

ア
25
︵
西
42
丁
目
２
３
４
番

地
︶、
Ａ
Ｍ
Ｃ
リ
ン
カ
ー
ン
ス

ク
エ
ア
︵
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー

１
９
９
８
番
地
︶、
Ａ
Ｍ
Ｃ
34

ス
ト
リ
ー
ト
13
︵
西
34
丁
目

３
１
２
番
地
︶、
Ａ
Ｍ
Ｃ
84
ス

ト
リ
ー
ト
６
︵
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ

ー
２
３
１
０
番
地
︶
ほ
か
。

　

入
場
料
は
30
ド
ル
︵
２
歳

以
上
︶。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は

Ａ
Ｍ
Ｃ
公
式
サ
イ
トhttps://
w

w
w

.am
ctheatres.com

/
m

ovies/arashi-anniver-
sary

-tour-5x
20-film

-re-
cord-of-m

em
ories-68934

を
参
照
す
る
。

　

ウ
ー
マ
ン
ズ
・
ヒ
ス
ト
リ

ー
・
マ
ン
ス
︵
女
性
史
月
間
︶

で
あ
る
今
月
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

の
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
に

あ
る
Ｗ
Ａ
Ｈ
セ
ン
タ
ー
︵135 

B
roadw

ay

︶
で
は
３
月
５
日

か
ら
27
日
︵
日
︶
ま
で
、
女
性

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
を
集
め

た
展
示
会
﹁
ウ
ー
マ
ン
・
フ
ォ

ワ
ー
ド
・
パ
ー
ト
３
﹂
を
開
催

し
て
い
る
。
特
別
ゲ
ス
ト
・
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
、
ジ
ュ
デ

ィ
・
シ
カ
ゴ
、
フ
ェ
イ
ス
・
リ

ン
ゴ
ー
ル
ド
、
ト
シ
コ
・
タ
カ

エ
ズ
、
オ
ノ
・
ヨ
ー
コ
、
草
間

彌
生
の
作
品
の
ほ
か
、
小
林
園

実
、
ミ
タ
チ
ミ
エ
コ
、
シ
シ
ド

カ
ヨ
、
シ
ロ
バ
ヤ
シ
キ
リ
コ

ら
日
本
人
作
家
が
参
加
し
て

い
る
。
入
場
無
料
。
開
廊
時

間
は
土
・
日
曜
の
午
後
１
時

か
ら
５
時
ま
で
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
w

ahcenter.net/

を
参
照
。

ブルックリン
ＷＡＨセンターで

女性アーティスト展

嵐
の
ラ
イ
ブ
映
画

全
米
で
１
日
だ
け
上
映

オノヨーコ、草間彌生作品も展示

FURUSATO PROJECT NY 事務局窓口担当／週刊 NY 生活　業務責任者・社長　　久松　茂　(hisamatsu@nyseikatsu.com)

mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
https://nyc.metrograph.com
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
https://www.wahcenter.net/
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 ローカル
  スクランブル　

 New Jersey

利
用
者
も
経
営
者
も
悲
鳴

Ｎ
Ｊ
の
ガ
ソ
リ
ン
事
情

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
す
る
ロ
シ

ア
軍
侵
攻
の
波
紋
は
、
遠
く
離

れ
た
ア
メ
リ
カ
の
Ｎ
Ｊ
州
に
も

及
ん
で
い
る
。
中
で
も
深
刻
な

の
は
、
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
急
騰

だ
。
２
月
後
半
か
ら
徐
々
に
値

上
げ
が
進
ん
で
い
た
が
、
３
月

に
入
り
、
更
に
急
上
昇
。
ガ
ロ

ン
あ
た
り
の
料
金
が
４
ド
ル
を

超
え
る
地
域
が
続
出
し
て
い

る
。

　

３
月
３
日
時
点
で
の
Ｎ
Ｊ
州

の
平
均
価
格
は
１
ガ
ロ
ン
３
ド

ル
82
セ
ン
ト
だ
っ
た
が
、
そ
れ

以
降
も
価
格
上
昇
に
歯
止
め
が

利
い
て
い
な
い
。
６
日
日
曜
日

の
時
点
で
は
、
地
域
で
一
番
安

い
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
検
索

で
き
るgusbuddy.com

で

も
、
バ
ー
ゲ
ン
郡
で
は
４
ド
ル

を
切
る
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は

10
軒
に
も
満
た
な
い
状
況
だ
。

フ
ォ
ー
ト
リ
ー
で
は
、
３
日
木

曜
日
に
１
ガ
ロ
ン
３
ド
ル
80
セ

ン
ト
台
だ
っ
た
店
が
、
週
末
に

は
軒
並
み
４
ド
ル
20
セ
ン
ト
台

に
な
る
な
ど
、
た
っ
た
数
日
で

40
セ
ン
ト
も
上
が
っ
た
店
が
続

出
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｊ
の
平
均
ガ

ソ
リ
ン
価
格
が
４
ド
ル
を
超
え

る
の
は
２
０
０
８
年
以
来
だ

が
、
価
格
の
急
騰
は
ま
だ
ピ
ー

ク
に
達
し
て
お
ら
ず
、
車
で
の

移
動
が
多
い
州
民
か
ら
悲
鳴
が

上
が
っ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
中
、
ロ
シ
ア
へ
の
非

難
を
形
に
し
た
街
も
出
て
き

た
。
州
内
最
大
都
市
で
あ
る
ニ

ュ
ー
ア
ー
ク
市
の
議
会
で
は
２

日
、
親
会
社
が
ロ
シ
ア
に
あ
り

ロ
シ
ア
政
府
と
も
深
い
関
係
に

あ
る
と
い
う
石
油
会
社
﹁
ル
ク

ォ
イ
ル
﹂
の
系
列
店
に
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
の
営
業
免
許
を
停

止
す
る
裁
定
を
下
し
た
と
報
道

さ
れ
た
。
ル
ク
ォ
イ
ル
に
対
す

る
不
買
運
動
は
全
米
各
地
で
起

き
て
は
い
る
が
、
実
際
は
全
米

で
展
開
す
る
２
３
０
軒
以
上
の

同
社
系
列
ス
タ
ン
ド
の
ほ
と
ん

ど
は
直
営
で
は
な
く
、
ア
メ
リ

カ
人
が
所
有
す
る
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ズ
店
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
政
府

と
は
一
切
関
係
が
な
い
と
い

う
。
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
市
内
で
経

営
を
停
止
さ
れ
る
２
店
舗
も
同

様
で
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
・

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
・
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
協
会
は
、﹁
こ

の
裁
定
は
、
ロ
シ
ア
へ
の
抗
議

に
は
繋
が
ら
ず
、
逆
に
ア
メ
リ

カ
の
ロ
ー
カ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
と
ア

メ
リ
カ
人
労
働
者
へ
悪
影
響
を

及
ぼ
す
だ
け
だ
﹂
と
の
批
判
声

明
を
出
し
た
。
尚
、
市
議
会
で

は
、
営
業
免
許
を
停
止
さ
れ
た

店
舗
へ
の
救
済
措
置
は
そ
の
場

で
は
発
表
さ
れ
な
か
っ
た
が
、

経
営
者
と
し
て
は
従
業
員
を
守

る
た
め
に
も
早
急
に
他
社
へ
の

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
変
更
を
準
備

す
る
し
か
選
択
肢
が
な
く
大
き

な
負
担
が
か
か
り
そ
う
だ
。

　

一
方
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
と

は
関
係
な
く
、
従
業
員
不
足
に

悩
む
同
州
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
経
営
者
に
明
る
い
話
も
出
て

い
る
。
Ｎ
Ｊ
は
全
米
で
唯
一
、

利
用
客
自
身
の
手
で
行
う
﹁
セ

ル
フ
給
油
﹂
が
認
め
ら
れ
て
い

な
い
州
だ
が
、
現
在
州
議
会

で
、
Ｎ
Ｊ
で
も
セ
ル
フ
を
認
め

る
法
案
の
可
決
に
向
け
進
ん
で

い
る
と
の
こ
と
。
従
業
員
の
手

で
給
油
す
る
形
式
の
﹁
フ
ル
サ

ー
ビ
ス
給
油
﹂だ
け
で
あ
れ
ば
、

１
、
２
人
の
店
員
が
同
時
に
何

台
も
の
車
を
掛
け
持
ち
し
な
い

と
い
け
な
い
た
め
回
転
率
も
悪

く
、
客
も
長
時
間
待
た
さ
れ
て

イ
ラ
イ
ラ
が
募
る
状
況
だ
。
応

対
す
る
従
業
員
も
息
つ
く
暇
も

な
い
過
酷
な
労
働
条
件
の
た
め

不
人
気
な
職
種
で
、
な
り
手
が

少
な
い
中
、
他
州
の
よ
う
に
利

用
客
が
セ
ル
フ
と
フ
ル
サ
ー
ビ

ス
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
経
営
者
側
も
回
転
率
が
上

が
り
売
り
上
げ
が
増
え
る
し
、

従
業
員
の
負
担
も
減
っ
て
楽
に

な
る
。
他
州
で
は
、
セ
ル
フ
と

フ
ル
サ
ー
ビ
ス
で
ガ
ソ
リ
ン
代

を
変
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
ほ
と

ん
ど
な
の
で
、
例
に
倣
え
ば
、

利
用
客
に
と
っ
て
も
セ
ル
フ
を

選
べ
ば
ガ
ソ
リ
ン
代
が
安
く
な

る
の
で
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
現

在
の
価
格
急
騰
で
悲
鳴
を
あ
げ

て
い
る
利
用
客
に
と
っ
て
も
、

経
営
者
に
と
っ
て
も
、
早
い
採

択
が
待
ち
望
ま
れ
て
い
る
議
題

だ
。

　

フ
ィ
ル
・
マ
ー
フ
ィ
ー
Ｎ
Ｊ

州
知
事
は
２
日
、
州
内
の
公
共

交
通
機
関
の
多
く
を
運
営
す
る

Ｎ
Ｊ
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
の
運
賃
値

上
げ
を
早
く
て
も
２
０
２
３
年

半
ば
ま
で
は
凍
結
す
る
と
発
表

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
同
社
が
運

営
す
る
全
て
の
鉄
道
、
バ
ス
、

ラ
イ
ト
レ
ー
ル
、
障
が
い
者
向

け
送
迎
サ
ー
ビ
ス
の
運
賃
が
し

ば
ら
く
現
状
維
持
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

現
在
、
同
社
交
通
機
関
の
利

用
者
数
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
感
染

拡
大
の
影
響
で
、
コ
ロ
ナ
禍
以

前
の
70
％
に
留
ま
っ
て
お
り
収

益
は
回
復
で
き
て
い
な
い
状
況

だ
。
だ
が
、
ガ
ソ
リ
ン
価
格
高

騰
が
州
民
の
生
活
を
脅
か
し
て

い
る
現
状
で
、
州
と
し
て
は
公

共
交
通
機
関
の
利
用
を
州
民
に

促
し
て
い
る
中
で
の
運
賃
値
上

げ
は
で
き
な
い
と
判
断
し
た
模

様
だ
。

Ｎ
Ｊ
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
の
運
賃

値
上
げ
当
面
凍
結

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
近
い

Ｎ
Ｊ
州
カ
ム
デ
ン
に
あ
る
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
水
族
館
で
は
、
特

別
企
画
﹁
マ
ー
メ
イ
ド
﹂
を
毎

週
木
曜
か
ら
日
曜
ま
で
開
催
中

だ
が
、13
日
が
最
終
日
と
な
る
。

　

今
年
創
業
30
周
年
を
迎
え
た

同
館
は
、
１
万
５
０
０
０
匹
以

上
の
水
棲
生
物
を
鑑
賞
で
き
米

国
北
東
部
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
称

号
を
得
た
こ
と
も
あ
る
人
気
の

水
族
館
だ
が
、
年
を
通
じ
色
々

な
企
画
を
催
し
て
い
る
。

　

現
在
開
催
中
の
﹁
マ
ー
メ
イ

ド
﹂
は
、
人
魚
た
ち
が
、
同
館

イ
チ
押
し
の
サ
メ
な
ど
が
い
る

巨
大
水
槽
の
中
を
優
雅
に
泳
い

で
い
た
り
、
エ
イ
に
触
れ
る
体

験
が
で
き
る
﹁
ス
テ
ィ
ン
グ
レ

ー
・
ビ
ー
チ
﹂
に
現
れ
た
り
、

子
供
た
ち
が
人
魚
と
記
念
撮
影

で
き
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
子
供

た
ち
に
大
人
気
の
イ
ベ
ン
ト

だ
。

　

﹁
マ
ー
メ
イ
ド
﹂
を
楽
し
む

た
め
に
は
、
同
館
の
一
般
入
場

料
が
必
要
。
料
金
は
、
大
人
26

ド
ル
99
セ
ン
ト
‐
44
ド
ル
99
セ

ン
ト
、
子
供
18
ド
ル
99
セ
ン

ト
‐
34
ド
ル
99
セ
ン
ト
、
シ
ニ

ア
24
ド
ル
99
セ
ン
ト
‐
42
ド
ル

99
セ
ン
ト
。
同
館
窓
口
で
当
日

券
も
販
売
さ
れ
て
い
る
が
コ
ロ

ナ
体
制
で
人
数
制
限
が
あ
る
た

め
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
の
前

売
り
券
購
入
が
望
ま
し
い
。

Adventure 
Aquarium
1 Riverside Drive

Camden, NJ 08103
www.adventureaquarium.com

水族館で人魚に会おう！
13 日まで　アドベンチャー水族館

http://www.adventureaquarium.com
http://jmart-usa.com/en/
https://japaneseschool.org
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://www.salon-oasis.net
https://tawaramart.com/
http://www.jwsnj.org/
https://paramuslibrary.org/
https://www.newjerseykogumayouchien.com
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 BOOKS
　

昭
和
を
代
表
す
る
俳
優
・
高

倉
健
さ
ん
が
亡
く
な
る
前
の
17

年
間
、
生
活
を
共
に
し
、
最
も

身
近
で
彼
を
見
て
い
た
女
性
に

よ
る
著
書
﹃
高
倉
健
、
そ
の
愛
﹄
。

高
倉
健
︵
本
名
、
小
田
剛
一
︶

さ
ん
の
養
女
、
小
田
貴
月
︵
お

だ
・
た
か
︶
さ
ん
に
よ
り
数
々

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
綴
ら
れ
る
。

　

高
倉
さ
ん
が
亡
く
な
る
２
年

ほ
ど
前
の
あ
る
日
、﹁
僕
は
君

よ
り
先
に
死
ぬ
よ
。
そ
し
た
ら

僕
の
こ
と
書
き
残
し
て
ね
﹂
と

小
田
さ
ん
に
言
っ
た
と
い
う
。

予
想
外
の
宿
題
を
突
き
つ
け
ら

れ
た
小
田
さ
ん
は
落
ち
着
か
な

い
日
々
を
過
ご
し
な
が
ら
も
、

自
分
の
存
在
を
世
間
に
知
ら
れ

な
い
よ
う
静
か
に
暮
ら
し
、
晩

年
の
高
倉
さ
ん
を
最
期
ま
で
支

え
続
け
た
。
本
書
は
高
倉
さ
ん

の
亡
き
後
、
彼
が
残
し
た
宿
題

に
全
力
で
取
り
組
み
書
き
上
げ

た
手
記
で
あ
る
。

　

﹁
網
走
番
外
地
シ
リ
ー
ズ
﹂

や
﹁
昭
和
残
侠
伝
シ
リ
ー
ズ
﹂

な
ど
、
東
映
の
任
侠
映
画
で
ス

タ
ー
に
な
っ
た
高
倉
さ
ん
。
そ

の
後
、﹁
幸
せ
の
黄
色
い
ハ
ン

カ
チ
﹂︵
77
年
︶
や
﹁
南
極
物
語
﹂

︵
83
年
︶﹁
鉄
道
員︵
ぽ
っ
ぽ
や
︶﹂

︵
99
年
︶
な
ど
の
ヒ
ッ
ト
作
に

主
演
し
、
日
本
を
代
表
す
る
映

画
俳
優
と
な
っ
た
。
１
９
３
１

年
、
福
岡
県
生
ま
れ
。
映
画
俳

優
と
し
て
58
年
、
２
０
５
本
の

映
画
に
出
演
し
、
２
０
１
４
年

11
月
に
83
歳
で
逝
去
さ
れ
た
。

　

小
田
さ
ん
は
本
書
で
、
高
倉

さ
ん
は
形
に
縛
ら
れ
る
の
が
嫌

い
で
自
分
の
心
に
正
直
で
い
た

い
人
、
肩
書
き
で
人
を
見
る
こ

と
を
良
し
と
せ
ず
心
の
眼
差
し

を
大
切
に
し
て
い
た
、
天
真
爛

漫
で
ガ
ラ
ス
の
心
を
あ
わ
せ
持

つ
あ
ま
の
じ
ゃ
く
な
少
年
、
寡

黙
で
饒
舌
、
人
見
知
り
で
好
奇

心
旺
盛
、
抜
群
の
記
憶
力
と
集

中
力
の
持
ち
主
で
、
自
分
に
な

い
も
の
を
吸
収
し
よ
う
と
す
る

努
力
を
生
涯
惜
し
ま
な
か
っ
た

人
、
な
ど
と
表
現
し
て
い
る
。

元
女
優
で
、
海
外
の
ホ
テ
ル
を

紹
介
す
る
番
組
の
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
し
て

い
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
小
田

さ
ん
は
、
と
て
も
読
み
や
す
い

文
章
を
書
く
。
木
漏
れ
日
に
包

ま
れ
た
高
倉
さ
ん
が
小
田
さ
ん

に
向
か
っ
て
優
し
く
微
笑
む
情

景
が
、
映
像
と
な
っ
て
見
え
て

く
る
よ
う
な
美
し
い
表
現
力
の

持
ち
主
だ
。

　

巻
末
に
は
高
倉
さ
ん
が
好
き

な
映
画
が
短
い
感
想
と
と
も
に

紹
介
さ
れ
、﹁
ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ

パ
ラ
ダ
イ
ス
﹂﹁
愛
と
宿
命
の

泉
﹂﹁
グ
ラ
ン
ブ
ル
ー
﹂﹁
ゴ
ッ

ド
フ
ァ
ー
ザ
ー
﹂
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
興
味

深
か
っ
た
の
は
マ
ー
テ
ィ
ン
・

ス
コ
セ
ッ
シ
監
督
の
映
画
﹁
レ

イ
ジ
ン
グ
・
ブ
ル
﹂︵
80
年
︶

だ
。﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ジ
ャ

パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で
僕
の

映
画
の
特
集
を
組
ん
で
く
れ
た

と
き
、
ス
コ
セ
ッ
シ
が
コ
ン
ド

ミ
ニ
ア
ム
に
招
待
し
て
く
れ

た
。
デ
・
ニ
ー
ロ
に
連
絡
し
て

く
れ
て
、
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド

か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
向
か
う

っ
て
言
わ
れ
た
け
ど
、
僕
に
そ

の
あ
と
予
定
が
入
っ
て
て
待
て

な
く
て
、
会
え
な
か
っ
た
。
そ

の
あ
と
そ
の
映
画
を
10
回
く
ら

い
は
観
て
、
感
動
し
ま
し
た
っ

て
ス
コ
セ
ッ
シ
に
手
紙
を
送
っ

た
ら
、
映
画
で
使
っ
た
グ
ロ
ー

ブ
に
デ
・
ニ
ー
ロ
と
ス
コ
セ
ッ

シ
が
サ
イ
ン
を
入
れ
て
送
っ
て

く
れ
た
﹂。
ま
た
、
02
年
の
中

国
映
画
﹁
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
﹂
に
は
﹁
武

侠
物
だ
か
ら
断
っ
ち
ゃ
っ
た
け

ど
︵
出
演
依
頼
を
︶
受
け
て
お

け
ば
よ
か
っ
た
か
な
﹂と
あ
る
。

　

映
画
俳
優
と
し
て
ス
ト
イ
ッ

ク
に
打
ち
込
み
、
自
ら
の
イ
メ

ー
ジ
を
守
る
べ
く
、
ベ
ー
ル
に

包
ま
れ
て
い
た
高
倉
さ
ん
の
思

考
や
私
生
活
を
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
る
一
冊
だ
。
こ
れ
は
往

年
の
フ
ァ
ン
に
は
た
ま
ら
な
い

の
で
は
と
思
う
。孤
高
の
俳
優
、

高
倉
健
も
ひ
と
り
の
男
で
あ

り
、
最
期
を
寄
り
添
う
女
性
が

い
た
こ
と
は
彼
の
イ
メ
ー
ジ
を

崩
す
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　

（
高
田
由
起
子
）

 昭和の名優の素顔
小田 貴月・著

 文春文庫・刊

■三千円の使いかた（原田ひ香、中公文庫）突然の入院、
離婚、介護費用。人生にはお金が掛かるピンチが必ずやっ
てくる。お金の掛かる行事もたくさんある。御厨家の女性
たち、祖母 70 代、母 50 代、長女 30 代、次女 20 代の 3
代にわたる女性たちの節約ストーリー。■月と日の后（沖
方丁、PHP）12 歳で入内した藤原道長の娘・彰子。一条
天皇を迎える最初の夜、最初の妻である定子が男児を出産。
定子の存在は常に彰子を苦しめ、夫である一条天皇が定
子の方を愛していることで孤独に苛まされていた。平安の
ゴッドマザーの感動の生涯を描く。■お酒の「困った」を
解消する最強の飲み方（溝口徹、青春出版社）著者はオー
ソモレキュラー栄養療法の第一人者で、栄養学的アプロー
チで精神疾患や内科系疾患の治療を専門としている医師。
コロナ禍で家飲みが増え、ストレスで酒量も増加している。
お酒の飲み過ぎは癒しになるどころかかえって有害だが、
栄養を味方にすれば最強の飲み方が身につけられるのだ。
■遺言歌（なかにし礼、河出書房新社）『北酒場』や『時
には娼婦のように』など数々の大ヒット曲の歌詞を手がけ
たなかにし礼。2020 年 12 月に逝去。2000 年『長崎ぶら
ぶら節』で直木賞も受賞した作家でもある。『遺言歌』の
ほか、『奥様の冒険』、『ベル・エポック』も収録され、私
小説３編がまとめられた一冊。■適応障害の真実（和田秀
樹、宝島社新書）職場では気分が優れず不調だが、退社後は飲み会にも行け
るし元気が出る。それは環境に適応できないことがストレス要因となり発症
する「適応障害」かもしれない。うつ病と診断されることも多いが、うつ病
の治療では完治しない。著者は受験アドバイザーとしても活躍する精神科医。
病の兆候、対処法、治療法、接し方を解説する。■東海林さだおアンソロジー　
人間は哀れである（東海林さだお、ちくま文庫）食文化と暮らし、文芸と作
家をテーマに執筆活動を行うエッセイストの平松洋子が選ぶ東海林さだおの
エッセイ 23 編。人間の哀れな本質に迫る鋭さの中に可笑しさが見えて笑っ
たり、意外な注目点に唸り膝を叩く。東海林さだおは昭和 12 年生まれの漫
画家の重鎮だが、現在も飄々とした独特の作風は庶民の心を掴む。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

節
約
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
女
３
世
代
の
物
語
。
平
安
時
代
の
ゴ
ッ
ド
マ
ザ
ー
藤
原
彰
子
。

栄
養
を
味
方
に
し
た
お
酒
の
飲
み
方
。
１
年
前
に
他
界
し
た
な
か
に
し
礼
の
私
小
説
３
編
。

適
応
障
害
に
つ
い
て
解
説
。
漫
画
家
・
東
海
林
さ
だ
お
の
エ
ッ
セ
ー
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

３
月
17
日
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

の
守
護
聖
人
、
セ
ン
ト
パ
ト
リ

ッ
ク
を
お
祝
い
す
る
日
。
こ
の

日
は
５
世
紀
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

で
初
め
て
キ
リ
ス
ト
教
を
広
め

た
司
教
の
命
日
で
、
人
々
は
ミ

サ
を
行
い
、
シ
ャ
ム
ロ
ッ
ク
︵
三

つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
︶
や
緑
色

の
も
の
を
身
に
つ
け
る
。
緑
色

を
身
に
つ
け
て
い
な
い
と
﹁
愛

情
を
込
め
て
つ
ね
ら
れ
る
﹂
と

い
う
伝
統
が
あ
る
と
い
う
。

　

今
年
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
五
番

街
を
練
り
歩
く
パ
レ
ー
ド
が
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
後
初
め
て
復
活
す

る
の
で
、
タ
ー
タ
ン
チ
ェ
ッ
ク

の
伝
統
衣
装
を
ま
と
っ
た
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
系
移
民
が
バ
グ
パ
イ

プ
の
独
特
の
音
色
を
街
に
響
か

せ
る
風
景
が
戻
っ
て
く
る
。
エ

ン
パ
イ
ア
ス
テ
ー
ト
ビ
ル
も
緑

色
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。

　

本
書
で
は
聖
パ
ト
リ
ッ
ク
の

数
奇
な
人
生
の
物
語
を
は
じ

め
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
歴
史
と

文
化
、
セ
ン
ト
パ
ト
リ
ッ
ク
デ

ー
が
始
ま
っ
た
由
来
や
、
緑
色

の
服
を
着
た
耳
の
尖
っ
た
お
じ

さ
ん
の
妖
精
﹁
レ
プ
ラ
コ
ー
ン
﹂

に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。
緑

色
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
イ
ラ
ス

ト
が
き
れ
い
な
絵
本
。（
高
田
）

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
歴
史
と
文
化
を
学
ぶ

 『St. Patrick's Day』
Written by Gail Gibbons

Published by Holiday House

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
http://mikoto-inc.com/
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

春
の
日
差
し
の
ハ
イ
ラ
イ
ン
を
軽
や
か
に

NYストスナ
 オシャレは街角から生まれる 124

　裸の梢に僅かな芽が見え始める３月のハイラインパークを歩く。風はまだ
冷たいが明るい日光が心を温めてくれる。ここは人通りは絶えなくとも混雑
するほどではなく、近ごろ懸念される通りがかりの暴力を心配せずに安心し
て楽しめる全長 2.3km の線形公園である。南端はホイットニー美術館に始ま
り、ミートパッキング地区からチェルシー地区を通り、34 丁目のハドソンヤー
ド北端まで延びている。ストスナで会った人たちの多くが外国人旅行者であ
ることを知った。（ワインスタイン今井絹江、写真も )

MARCH

  ◇氏名：ジュリア　（33 歳）
◇職業：ファッションデザイナー
( 主にスクランチー Scrunchie の )
でバレリーナ
◇居住地：ブラジルのサンパウ
ロ市
◇着用の服：セーターはフォー
エバー２１、シャツはお母さん
からのお下がり、バッグはボッ
テガ、ジーパンはユニクロ、靴
はナイキ

◇よく利用する店：いろいろ
◇好きなブランド：「私のブラン
ドでフェッテ！　語源はバレー
用語の Fouette　Turn（フェッテ・
ターン）。私もバレリーナだから」
◇着こなしで気をつけているこ
と：色彩の組み合わせと着心地
の良さ
◇撮影場所：ハイラインパーク
の 28 丁目あたり

鎌田 薫さん　 谷 英恵さん 楢崎由佳さん         
　

日
本
で
キ
ャ
リ
ア
を
持
ち
、

企
業
で
バ
リ
バ
リ
と
働
い
て
い

た
女
性
が
、
夫
の
海
外
転
勤
に

伴
い
、
勤
め
先
を
退
職
し
て
海

外
生
活
し
た
こ
と
で
、
帰
国
後

の
再
就
職
、
復
職
に
苦
労
す
る

ケ
ー
ス
が
多
い
。
総
合
不
動
産

大
手
の
リ
ロ
リ
ダ
ッ
ク
が
３
月

３
日
に
、﹁
ア
メ
リ
カ
滞
在
中

の
今
、
こ
れ
か
ら
の
仕
事
や
キ

ャ
リ
ア
に
つ
い
て
考
え
る
﹂
と

題
す
る
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を
開
催
し

た
と
こ
ろ
１
２
８
人
の
参
加
者

が
あ
り
、
関
心
の
高
さ
を
伺
わ

せ
た
。
当
日
は
、
駐
在
員
妻
の

キ
ャ
リ
ア
支
援
を
し
て
い
る
キ

ャ
リ
ア
・
マ
ー
ク
代
表
の
鎌
田

薫
さ
ん
が
、
米
国
滞
在
中
に
や

っ
て
お
く
べ
き
こ
と
を
中
心
に

解
説
し
た
。
ま
た
、
リ
ダ
ッ
ク

の
谷
英
恵
さ
ん
が
、
米
国
で
の

就
労
事
情
に
つ
い
て
解
説
し

た
。
総
合
司
会
は
同
社
の
楢
崎

由
佳
さ
ん
が
行
っ
た
。

　

自
身
も
駐
妻
と
し
て
帰
国
後

に
復
職
の
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
と

い
う
鎌
田
さ
ん
、
２
０
１
８
年

に
駐
在
員
の
妻
が
帰
国
後
に
復

職
す
る
た
め
の
支
援
事
業
を
立

ち
上
げ
た
。
滞
在
中
に
や
っ
て

お
く
べ
き
こ
と
は
、
ま
ず
、
自

分
の
キ
ャ
リ
ア
の
棚
卸
し
を
し

て
、
自
分
の
強
み
は
何
か
を
整

理
し
て
み
る
こ
と
だ
と
い
う
。

企
業
在
職
中
に
経
験
し
た
上
司

の
言
葉
や
、
人
生
の
浮
き
沈
み

を
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
チ
ャ
ー
ト
に

記
録
し
、﹁
ク
リ
フ
ト
ン
ス
ト

リ
ン
グ
ス
診
断
﹂
と
い
う
自
己

診
断
法
で
自
分
の
得
意
な
ス
キ

ル
、
自
分
の
価
値
、
強
み
を
理

解
す
る
。
次
に
所
属
が
な
い
今

だ
か
ら
こ
そ
や
っ
て
み
た
い
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
も

大
事
だ
と
い
う
。
好
き
な
こ
と

を
軸
に
行
動
し
て
み
る
こ
と
で

ア
ン
テ
ナ
が
立
ち
、
情
報
が
入

っ
て
く
る
。
そ
し
て
ビ
ジ
ネ
ス

ス
キ
ル
を
活
か
せ
る
場
に
実
際

に
身
を
置
い
て
み
る
こ
と
で
、

自
分
の
視
野
を
広
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
フ
ル
リ
モ
ー
ト
の
イ

ン
タ
ー
ン
で
も
、
可
能
で
あ
れ

ば
現
地
で
の
就
労
も
パ
ー
ト
で

あ
れ
ば
家
庭
生
活
と
の
両
立
も

し
や
す
い
な
ど
と
説
明
し
た
。

　

続
い
て
、
リ
ダ
ッ
ク
の
谷
さ

ん
が
、
ア
メ
リ
カ
で
の
就
労
に

つ
い
て
知
っ
て
お
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
点
に
つ
い
て
ア
ド
バ

イ
ス
し
た
。

　

就
労
に
必
要
な
も
の
は
、
就

労
ビ
ザ
︵
Ｅ
１
、
Ｅ
２
、
Ｌ
２
、

Ｊ
２
、
Ｈ
４
で
あ
れ
ば
就
労
が

可
能
︶。
就
労
許
可
証
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
番

号
、
ビ
ザ
発
行
元
企
業
の
許
可

が
必
要
と
な
る
。

　

就
労
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
在
米

日
系
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
ア
メ
リ
カ

非
日
系
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ふ
た
つ

が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
日
系
は
ス

ー
パ
ー
や
飲
食
店
な
ど
の
仕
事

が
多
か
っ
た
が
、
最
近
は
リ
モ

ー
ト
ワ
ー
ク
が
多
く
な
り
、
オ

フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
も
増
え
て
い

る
。
日
本
語
能
力
の
あ
る
働
き

手
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
非
日

系
ア
メ
リ
カ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
場

合
は
、
有
効
な
ビ
ザ
所
有
が
必

須
で
、
高
い
英
語
能
力
と
専
門

性
が
求
め
ら
れ
、
一
時
滞
在
の

場
合
は
就
業
は
難
し
い
傾
向
が

あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
な
ら
で
は

の
経
験
を
求
め
る
の
で
あ
れ
ば

Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
ｅ
ｄ
ｉ
ｎ 

な
ど
で

応
募
し
て
み
る
の
も
手
だ
。
働

き
方
の
選
択
肢
と
し
て
は
、
フ

ル
タ
イ
ム
︵
キ
ャ
リ
ア
を
作
っ

て
い
く
人
に
は
お
勧
め
︶、
パ

ー
ト
タ
イ
ム
︵
フ
ル
タ
イ
ム
は

無
理
で
も
仕
事
が
し
た
い
人
向

き
︶
、
派
遣
︵
職
探
し
が
楽
︶、

業
務
委
託
︵
専
門
職
、
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
向
き
︶、
イ
ン

タ
ー
ン
︵
キ
ャ
リ
ア
を
始
め
る

前
の
研
修
︶、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

︵
ビ
ザ
が
な
く
て
も
ア
メ
リ
カ

文
化
を
体
験
で
き
る
︶
な
ど
が

あ
る
と
い
う
。

　

最
後
に
４
人
の
元
駐
在
妻
の

体
験
談
が
紹
介
さ
れ
た
。
キ
ャ

リ
ア
マ
ー
ク
の
鎌
田
さ
ん
は

﹁
海
外
に
駐
在
員
の
妻
と
し
て

帯
同
し
、
数
年
海
外
に
滞
在
し

た
こ
と
が
、
キ
ャ
リ
ア
の
上
で

は
ブ
ラ
ン
ク
と
し
て
み
ら
れ
、

帰
国
後
の
復
職
の
壁
に
ぶ
つ
か

る
優
秀
な
経
歴
を
持
っ
て
い
る

女
性
が
あ
ま
り
に
多
い
。
情
報

を
共
有
し
て
自
分
の
強
み
を
生

か
し
て
帰
国
後
に
備
え
て
ほ
し

い
﹂
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

アメリカ滞在中にキャリアについて考える
リダック

ウェビナー

駐
妻
が
復
職
す
る
な
ら

今
や
る
べ
き
こ
と
は
？

http://www.idocenter.com
https://www.licensepower.net/
tel:9175773969
http://maliliko.com
http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
tel:2122136069
https://nyseikatsu.com/gallery/
https://www.funcphysio.com/
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大
高
翔
の
俳
句
の
コ
コ
ロ  

3 月

弥
や よ い

生

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
十
年
が

経
っ
た
、
二
〇
二
一
年
の
春
。

ひ
と
り
で
長
い
こ
と
、
淡
い
青

空
と
、
白
い
花
の
つ
ぼ
み
を
見

つ
め
た
。
白
木
蓮
は
、
両
手
が

合
わ
さ
っ
て
祈
る
か
た
ち
を
し

た
つ
ぼ
み
を
膨
ら
ま
せ
て
、
天

を
向
く
。
そ
う
し
て
静
か
に
、

わ
た
し
に
季
節
を
告
げ
る
。
あ

れ
か
ら
の
年
月
を
心
の
中
で
数

え
、
あ
の
時
の
こ
と
を
決
し
て

忘
れ
な
い
よ
う
に
、
と
強
く
誓

う
。

季
語
＝
木
蓮(

春)

木
蓮
華
、

白
木
蓮
、
紫
木
蓮
。
モ
ク
レ
ン

科
落
葉
低
木
の
花
。
庭
木
と
し

て
好
ま
れ
、
見
か
け
る
こ
と
も

多
い
。

＊

＊

＊

　

コ
ロ
ナ
禍
の
二
度
目
の
春

も
、
深
い
愁
い
が
世
界
に
降
り

積
も
り
、
居
座
っ
て
い
る
よ
う

だ
っ
た
。
今
す
ぐ
に
消
す
こ
と

の
で
き
な
い
愁
い
な
ら
、
お
化

粧
で
も
し
な
が
ら
当
面
は
共

存
し
よ
う
か
と
、
鏡
の
中
の
自

分
に
提
案
し
て
、
す
こ
し
気
分

を
変
え
た
り
も
し
た
。
そ
ん
な

ふ
う
に
、
待
つ
し
か
な
い
時
も

あ
る
と
言
い
聞
か
せ
な
が
ら
、

一
日
一
日
を
乗
り
越
え
て
い

た
。

季
語
＝
春
愁(

春)

春
ゆ
え
の

け
だ
る
さ
を
伴
う
、
な
ん
と
な

く
感
じ
る
愁
い
。

 

▼
お
お
た
か
・
し
ょ
う
＝
俳

人
／
俳
人
協
会
幹
事
／
京
都

芸
術
大
学
非
常
勤
講
師
／
北

米
伊
藤
園
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ

リ
審
査
員
／
藍
花
副
主
宰
／

 

＊
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ
︵
特
別

協
賛
：
北
米
伊
藤
園
︶
は
応
募

作
品
を
募
集
中
。
今
年
の
最
終

応
募
は
10
月
末
ま
で
。

　

問

い

合

わ

せ

は

電

話

２
１
２
・
２
１
３
・
６
０
６
９
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルhaiku

gran
dprix

@
gm

ail.com
 

ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トw
w

w
.artofhaiku.org 

参
照
。

 最終応募 10 月末まで

 

新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ

あ
れ
か
ら
の
十

じ
ゅ
う
ね
ん

年
が
あ
り
白は

く
も
く
れ
ん

木
蓮

春
し
ゅ
ん
し
ゅ
う

愁
を
手て

な
づ
け
て
ゆ
く
化け

し
ょ
う粧

か
な

50

 STUDENT LIFE
 週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
相
澤
順
校
長
︶
は
、
１
月

23
日
と
24
日
に
﹁
も
ち
花
会
﹂

を
行
っ
た
。
今
年
は
感
染
症
予

防
の
安
全
対
策
と
し
て
、
一
人

一
人
が
も
ち
を
つ
く
体
験
を
行

っ
た
。

　

も
ち
米
が
炊
き
上
が
る
と
、

い
い
匂
い
が
教
室
を
包
ん
だ
。

も
ち
米
が
ボ
ー
ル
に
入
れ
ら
れ

る
と
子
供
た
ち
は
炊
き
立
て
の

も
ち
米
の
様
子
を
観
察
し
、
こ

の
お
米
か
ら
も
ち
が
で
き
る
の

か
と
わ
く
わ
く
し
た
様
子
で
眺

め
た
。
子
供
た
ち
は
す
り
こ
ぎ

を
使
い
、
一
人
ず
つ
も
ち
を
つ

い
た
。
始
め
は
な
か
な
か
う
ま

く
つ
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

が
、
す
ぐ
に
こ
つ
を
つ
か
み
、

力
強
く
も
ち
を
つ
く
こ
と
が
で

き
た
。
つ
き
あ
が
っ
た
も
ち
は

木
の
枝
に
丸
め
て
付
け
、﹁
も

ち
花
飾
り
﹂
を
作
っ
た
。
紅
白

２
色
の
飾
り
を
作
り
、
雪
景
色

に
華
を
添
え
る
と
い
う
意
味
合

い
も
あ
る
も
ち
花
の
美
し
さ
を

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

少
し
時
期
が
遅
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
で
日
本

の
伝
統
文
化
を
楽
し
ん
だ
子
供

た
ち
は
﹁
き
れ
い
な
も
ち
花
が

で
き
て
嬉
し
い
﹂﹁
ご
飯
の
形

を
し
て
い
た
も
ち
米
を
つ
く

と
、
あ
ん
な
に
や
わ
ら
か
い
お

も
ち
に
な
る
な
ん
て
び
っ
く
り

し
た
﹂な
ど
と
感
想
を
話
し
た
。

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
で

も
ち
花
会
開
催

　

2
月
26
日
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ

ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校(

児

玉
亮
一
校
長)

ア
ダ
ル
ト
コ
ー

ス
は
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
近

郊
を
中
心
に
活
躍
す
る
太
鼓
グ

ル
ー
プ
﹁
協
太
鼓
﹂
を
招
き
、

日
本
文
化
体
験
授
業
を
行
っ

た
。
２
０
１
９
年
春
以
降
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
授
業
を
行
っ
て

い
る
同
コ
ー
ス
で
は
、
2
年
ぶ

り
の
対
面
授
業
と
な
っ
た
。
太

鼓
公
演
前
は
、
久
し
ぶ
り
の
再

会
を
喜
ぶ
学
生
や
画
面
以
外
で

会
う
の
が
初
め
て
の
学
生
同
士

が
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
た
。

　

太
鼓
演
奏
が
始
ま
る
と
、
そ

の
迫
力
に
会
場
全
体
が
一
気
に

釘
付
け
と
な
っ
た
。
太
鼓
を
力

強
く
叩
く
奏
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
太
鼓
か
ら
響
く
多
様
な
音
や

振
動
が
、
床
を
通
し
参
加
者
の

体
中
に
伝
わ
り
響
き
渡
っ
た
。

演
奏
の
合
間
に
、太
鼓
の
素
材
、

曲
目
、
歴
史
の
他
、
太
鼓
奏
者

の
服
装
に
つ
い
て
の
説
明
も
あ

り
、
こ
の
日
太
鼓
を
初
め
て
体

験
し
た
学
生
達
も
一
気
に
太
鼓

の
世
界
に
魅
せ
ら
れ
た
様
子
だ

っ
た
。
公
演
後
半
に
は
、
太
鼓

に
は
欠
か
せ
な
い
囃
子(

は
や

し)

を
教
わ
り
、
活
気
あ
ふ
れ

る
奏
者
の
演
奏
と
共
に
参
加
者

全
員
で
手
拍
子
や
掛
け
声
を
楽

し
ん
だ
。

　

こ
の
日
本
文
化
体
験
授
業
で

圧
巻
の
太
鼓
公
演
に
元
気
を
も

ら
い
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
や
教
員

と
共
有
で
き
た
こ
と
で
、
学
生

達
は
み
な
満
足
し
た
様
子
だ
っ

た
。
協
太
鼓
は
、
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
近
郊
を
中
心
と
し
た
活

動
の
他
、
太
鼓
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
も
開
催
し
て
い
る

協太鼓で日本文化体験
フィラデルフィア日本語補習校

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
相
澤
順
校
長
︶
の
６
年
生

16
人
、
９
年
生
22
人
が
３
月
２

日
、
卒
業
の
日
を
迎
え
た
。
校

長
よ
り
一
人
一
人
に
卒
業
証
書

が
手
渡
さ
れ
、
生
徒
た
ち
は
担

任
の
呼
名
に
大
き
な
声
で
返
事

を
し
、
堂
々
と
し
た
態
度
で
受

け
取
っ
た
。
来
賓
の
祝
辞
や
校

長
の
式
辞
、在
校
生
代
表
の
５
、

８
年
生
か
ら
の
送
辞
を
聞
き
、

大
勢
の
人
た
ち
か
ら
祝
福
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る

様
子
で
あ
っ
た
。

　

６
年
生
の
﹁
門
出
の
言
葉
﹂

で
は
、
１
年
間
の
学
校
生
活
を

振
り
返
り
、
一
人
一
人
が
呼
び

掛
け
を
行
っ
た
。
ク
ラ
ス
の
仲

間
と
協
力
し
て
過
ご
し
た
こ

と
、
学
校
行
事
で
友
達
の
優
し

さ
に
触
れ
た
こ
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
学
び
を
通
し
て
心
も
体
も
大

き
く
成
長
し
た
こ
と
な
ど
を
発

表
し
た
。
ま
た
、
12
年
間
育
て

て
く
れ
た
両
親
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
も
心
を
込
め
て
伝
え
る
こ

と
が
で
き
た
。
最
後
は
16
人
の

心
を
一
つ
に
し
て
、
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
合
唱
曲
﹁
旅
立

ち
の
日
に
﹂を
精
一
杯
歌
っ
た
。

　

９
年
生
は
受
験
を
終
え
た
生

徒
が
順
次
戻
っ
て
き
た
が
、
全

員
が
揃
っ
た
の
は
卒
業
式
当
日

で
あ
っ
た
。
22
人
の
思
い
を
胸

に
代
表
が
答
辞
を
述
べ
た
。

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校

卒
業
式
行
う

６
年
生
を

送
る
会

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

Ｗ
校
幼
初
等
部
︵
川
﨑
淳
一
郎

校
長
、
生
徒
数
２
９
３
人
︶
は

２
月
26
日
、﹁
６
年
生
を
送
る

会
﹂
を
行
っ
た
。
２
月
は
降
雪

の
土
曜
日
が
重
な
り
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
に
切
り
替
え
て
い
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
練
習
時
間
は
限

ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
５
年
生

が
司
会
進
行
を
全
て
行
い
、
各

学
年
の
生
徒
た
ち
は
本
番
で

堂
々
と
し
た
発
表
を
披
露
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

幼
児
部
の
手
話
を
取
り
入
れ

た
歌
の
披
露
で
元
気
い
っ
ぱ
い

に
始
ま
り
、
合
唱
、
群
読
な
ど
、

各
学
年
が
そ
れ
ぞ
れ
に
趣
向
を

凝
ら
し
た
出
し
物
で
６
年
生
の

卒
業
を
祝
っ
た
。
３
年
生
は
こ

の
１
年
間
で
学
習
し
た
こ
と
わ

ざ
や
漢
字
を
題
材
に
し
た
ク
イ

ズ
を
考
え
パ
ネ
ル
を
準
備
し
、

見
て
い
る
人
も
参
加
で
き
る
楽

し
い
出
し
物
を
短
時
間
で
用
意

し
発
表
し
た
。
卒
業
を
控
え
た

６
年
生
は
、
詩
﹁
雨
に
も
負
け

ず
﹂﹁
は
や
く
﹂
の
群
読
を
し
、

そ
の
後
は
一
人
一
人
か
ら
在
校

生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え

た
。
川
﨑
校
長
が
６
年
生
へ
向

け
た
言
葉
の
中
で
﹁
補
習
校
は

勉
強
だ
け
で
な
く
、
行
事
を
み

ん
な
で
作
り
上
げ
、
成
功
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ

る
﹂
と
あ
っ
た
が
、
ま
さ
に
そ

れ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た

６
年
生
を
送
る
会
と
な
っ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

Ｌ
Ｉ
校
︵
川
﨑
淳
一
郎
校
長
︶

の
保
護
者
会
は
2
月
27
日
、
ロ

ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
・
ミ
ネ
オ
ラ

の
ボ
ー
リ
ン
グ
場
で
﹁
中
高
ボ

ー
リ
ン
グ
大
会
﹂を
開
催
し
た
。

生
徒
会
中
心
の
同
大
会
、
二
年

ぶ
り
で
生
徒
た
ち
が
顔
を
合
わ

せ
た
。

　

参
加
し
た
の
は
中
高
等
部
の

生
徒
と
教
員
合
わ
せ
て
53
人
。

12
組
に
分
か
れ
、
個
人
賞
と
チ

ー
ム
賞
を
競
い
合
っ
た
。
見
事

に
ス
ト
ラ
イ
ク
が
決
ま
る
と
、

大
き
な
歓
声
と
共
に
、
チ
ー
ム

メ
イ
ト
と
ハ
イ
フ
ァ
イ
ブ
を
す

る
嬉
し
そ
う
な
姿
が
あ
ち
こ
ち

で
見
ら
れ
た
。

　

総
合
１
位
は
、
平
均
得
点

１
３
０
点
の
福
田
徳
道
さ
ん

︵
高
２
︶。
現
地
校
で
は
ボ
ー
リ

ン
グ
部
に
所
属
し
、
日
々
練
習

を
重
ね
て
き
た
と
い
う
。
福
田

さ
ん
は
賞
状
と
副
賞
の
40
ド
ル

の
商
品
券
を
手
に
﹁
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
！
﹂
と
喜
び
の

笑
顔
を
見
せ
て
い
た
。
5
位
ま

で
の
入
賞
者
は
次
の
通
り
。
2

位
・
ベ
ン
ソ
ン 

ア
レ
ッ
ク
ス

さ
ん
︵
１
２
９
点　

高
１
︶、

3
位
・
サ
リ
バ
ン
光
博
さ
ん

︵
１
１
８
・
５
点　

高
２
︶、
4

位
・
實
光
海
愛
ア
ン
ジ
ェ
リ

ー
ナ
さ
ん
︵
１
０
８
点　

中

３
︶、
5
位
・
山
崎
で
ぃ
那
さ

ん
︵
１
０
７
・
５
点　

高
２
︶。

補習授業校LI校

ボーリング大会開催

mailto:grandprix@gmail.com
mailto:grandprix@gmail.com
mailto:grandprix@gmail.com
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.gwjs.org
http://www.betteratmath.com
https://satoricollegeplanning.com/
http://shidogakuin.com
https://www.nykoyamashodo.com/
http://starchildny.com
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Ｑ　

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
育
で
大

事
な
こ
と
は
何
で
す
か
？

Ａ　

私
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ダ

ブ
リ
ン
で
育
ち
ま
し
た
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
は
い
く
つ
も
の
国
が

隣
接
し
て
お
り
、
そ
こ
に
位
置

す
る
小
さ
な
島
で
過
ご
し
た
時

間
は
、
幅
広
い
文
化
に
触
れ
ら

れ
る
と
て
も
貴
重
な
経
験
で
し

た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
第
１
公

用
語
は
ゲ
ー
ル
語
︵
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
語
︶、
第
２
公
用
語
は
英

語
で
す
。
私
は
主
に
英
語
で
生

活
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
両
親

は
私
を
、
ゲ
ー
ル
語
オ
ン
リ
ー

の
学
校
に
通
わ
せ
ま
し
た
。
そ

れ
を
き
っ
か
け
に
私
の
言
語
に

対
す
る
探
究
心
が
芽
生
え
ま
し

た
。
ゲ
ー
ル
語
で
数
を
数
え
る

練
習
︵
今
で
も
数
え
る
時
は
ゲ

ー
ル
語
で
す
︶
を
は
じ
め
、
言

語
学
習
の
思
い
出
は
ど
れ
も
愛

し
く
楽
し
い
も
の
ば
か
り
で

す
。
両
親
が
ゲ
ー
ル
語
と
英
語

を
混
ぜ
て
話
し
て
い
た
の
で
、

特
に
夕
食
の
時
間
は
ボ
キ
ャ
ブ

ラ
リ
ー
の
宝
庫
で
し
た
。
私
の

ゲ
ー
ル
語
の
レ
ベ
ル
が
両
親
を

上
回
っ
た
と
実
感
し
た
瞬
間
も

あ
り
ま
し
た
が
、
彼
ら
は
私
に

対
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
や
サ
ポ
ー

ト
を
や
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
や

祖
父
母
と
、
積
極
的
に
ゲ
ー
ル

語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
よ
う
に
と
私
の
背
中
を
押

し
続
け
、
言
語
の
習
得
は
楽
し

い
も
の
だ
と
思
わ
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
彼
ら
は
よ
く
、”luck 

of the Irish

︵
と
て
も
幸
運
︶”

と
い
う
言
い
回
し
を
使
っ
て

い
ま
し
た
。
私
の
場
合
、
そ

の”
luck”

は
全
て
家
で
過

ご
し
た
時
間
が
起
点
と
な
っ
て

い
ま
す
。
家
庭
内
に
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
学
び
の
雰
囲
気
を
作
る
こ

と
は
、
子
供
た
ち
の
学
ぶ
姿
勢

や
ス
キ
ル
向
上
の
カ
ギ
と
な
り

ま
す
。
私
は
現
在
、
東
京
で
英

語
教
師
と
し
て
バ
イ
リ
ン
ガ
ル

の
子
供
た
ち
を
指
導
し
て
い
ま

す
が
、
常
に
生
徒
全
員
が
わ
く

わ
く
す
る
雰
囲
気
づ
く
り
を
心

が
け
て
い
ま
す
。

　

子
供
た
ち
に
前
向
き
な
姿
勢

を
持
た
せ
る
に
は
、
ま
ず
大
人

が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
言
葉
を
発
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
彼
ら

は
そ
れ
を
感
じ
取
り
、
同
じ

よ
う
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
反
応

す
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
す
。

“
T

ry it out!

︵
や
っ
て
み
よ

う

︶”　

”
H

ave a go!

︵

挑

戦
し
よ
う
︶”　

”
M

istakes 
are w

elcom
e

︵
間
違
え
て

も
大
丈
夫
︶”

な
ど
は
、
私
も

よ
く
使
う
フ
レ
ー
ズ
で
す
。

　

自
信
は
学
習
意
欲
に
つ
な
が

り
ま
す
。”I don’

t know
 

how
 to say the w

ord in 
E

nglish.

︵
英
語
で
何
て
い

う
の
か
分
か
ら
な
い
︶” 
と

子
供
が
言
っ
た
な
ら “

W
ell, 

let’
s th

in
k

 h
ow

 w
e 

w
ould describe it, w

hat 
color is it? 

︵
じ
ゃ
あ
、
ど
う

表
現
で
き
る
か
考
え
て
み
よ

う
、
そ
れ
は
何
色
？
︶”

と
い

う
よ
う
に
、
子
供
が
答
え
ら
れ

る
質
問
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

答
え
ら
れ
た
と
い
う
事
実
が
自

信
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
同
意

し
て
受
け
入
れ
て
あ
げ
る
こ
と

も
大
切
で
す
。”I agree that 

this problem
 is hard, but 

let’
s try to w

ork it out 
together.

︵
こ
れ
は
難
し
い

ね
、
一
緒
に
解
い
て
み
よ
う

か
︶”　

”
It took us a long 

tim
e to g

et th
e rig

h
t 

answ
er, but I am

 so glad 
w

e figured it out.

︵
時
間

は
か
か
っ
た
け
ど
、
一
緒
に
解

け
た
ね
︶”

と
、
子
供
た
ち
の

成
長
を
後
押
し
し
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
禍

で
の
学
習
に
つ
い
て
少
し
お
話

し
ま
す
。
こ
の
状
況
下
で
の
子

供
た
ち
の
適
応
能
力
は
、
私
の

想
像
を
遥
か
に
超
え
て
い
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
が
成
長
し
続
け

る
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
た
の

で
す
。
私
は
授
業
の
中
で
、
彼

ら
が
こ
の
状
況
を
ど
う
感
じ
て

い
る
か
、
し
っ
か
り
時
間
を
と

っ
て
聞
く
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
ど
ん
な
こ
と
が
嫌
と
感
じ

る
か
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
改

善
で
き
る
の
か
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
声
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で

す
。
物
事
が
上
手
く
い
か
な
い

時
こ
そ
、
子
供
た
ち
の
声
に
耳

を
傾
け
ま
し
ょ
う
。
子
供
た
ち

と
の
つ
な
が
り
は
、
こ
の
よ
う

な
些
細
な
会
話
で
よ
り
力
強
く

な
り
う
る
の
で
す
。

　

言
語
を
学
ぶ
こ
と
が
楽
し
い

と
感
じ
ら
れ
る
空
間
と
時
間
を

つ
く
っ
て
、
お
子
さ
ま
を
サ
ポ

ー
ト
を
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
は
小
さ

な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
は
子
供
た
ち
の”

luck”

と
な
り
、
彼
ら
が
将
来
進
む
ど

ん
な
道
に
も
傍
に
い
て
、
彼
ら

を
支
え
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

帰国子女アカデミー 
メアリー・トール相談員

バイリンガル教育で
大事なことは何ですか？

 本欄への相談は

● 帰国子女アカデミー
　Tel: 81-3-3723-2380 
　www.kikokushijoacademy.com 
　contact@kikokushijoacademy.com

　

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
︵
高
松
さ
な
え
校
長
︶
全
日

課
程
幼
児
ク
ラ
ス
で
は
３
日
、

ひ
な
祭
り
集
会
と
茶
道
教
室
が

開
か
れ
た
。
子
ど
も
達
は
保
育

者
か
ら
﹁
桃
の
節
句
﹂
と
も
言

わ
れ
る
祭
り
の
由
来
を
聞
い
た

後
、
ク
イ
ズ
を
通
し
て
楽
し
み

な
が
ら
ひ
な
祭
り
を
学
ん
だ
。

﹁
う
れ
し
い
ひ
な
ま
つ
り
﹂
の

歌
が
流
れ
る
と
、
お
雛
様
の
よ

う
な
優
し
い
声
で
一
緒
に
口
ず

さ
ん
で
い
た
。

　

集
会
後
は
、
茶
室
に
早
変
わ

り
し
た
教
室
で
茶
道
教
室
を
実

施
し
た
。
講
師
は
尾
之
内
知
子

氏
と
阿
部
コ
ー
ル
真
理
氏
。
茶

道
の
大
事
な
心
﹁
和
敬
清
寂

︵
わ
け
い
せ
い
じ
ゃ
く
︶﹂
と
、

そ
の
意
味
を
学
ぶ
と
こ
ろ
か
ら

始
ま
り
、
次
い
で
お
茶
の
た
て

方
や
い
た
だ
く
時
の
作
法
を
学

ん
だ
。
大
半
の
子
ど
も
に
と
っ

て
抹
茶
を
飲
む
の
は
初
め
て
の

経
験
だ
。
泡
立
っ
た
お
茶
を
見

て﹁
さ
っ
き
と
色
が
変
わ
っ
た
﹂

と
興
味
津
々
の
表
情
を
見
せ
、

一
口
飲
ん
で
苦
み
に
驚
い
た

り
、
そ
の
苦
み
を
堪
能
し
な
が

ら
ゴ
ク
ゴ
ク
飲
ん
だ
り
と
、
さ

ま
ざ
ま
に
反
応
し
て
い
た
。﹁
和

敬
清
寂
﹂
の
気
持
ち
を
最
後
ま

で
保
ち
な
が
ら
、
和
や
か
な
ひ

と
時
を
味
わ
っ
た
桃
の
節
句
だ

っ
た
。

茶
道
と

ひ
な
祭
り

　

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
ポ

ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校
︵
Ｎ
Ｙ
州

ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
／
在
籍
数

１
８
０
人
、
藤
田
真
祐
子
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
︶
幼
児
部
は
２
月
26

日
、
ひ
な
ま
つ
り
の
集
い
を
行

っ
た
。
同
校
は
土
曜
日
の
み
公

立
学
校
の
校
舎
を
借
用
し
て
活

動
し
て
い
る
こ
と
か
ら
段
飾
り

を
展
示
す
る
の
が
難
し
く
、
内

裏
雛
の
み
を
飾
っ
て
お
祝
い
を

し
た
。
昨
年
度
は
実
施
で
き
な

か
っ
た
た
め
初
め
て
雛
飾
り
を

目
に
す
る
子
供
達
も
多
く
、﹁
こ

れ
は
ね
、
触
っ
ち
ゃ
い
け
な
い

お
人
形
な
ん
だ
ね
﹂
と
び
っ
く

り
し
た
様
子
で
美
し
い
着
物
の

ひ
な
人
形
を
眺
め
な
が
ら
、
先

生
の
ひ
な
ま
つ
り
の
話
に
耳
を

傾
け
た
。
大
き
な
声
で
ひ
な
ま

つ
り
の
歌
を
歌
い
、
工
作
を
し

た
後
に
は
小
分
け
に
さ
れ
た
雛

あ
ら
れ
を
嬉
し
そ
う
に
持
ち
帰

っ
た
。

　

同
校
幼
児
部
は
来
年
度
新

年
中
児
追
加
募
集
に
伴
い
、

４
月
に
満
４
歳
と
な
る
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に

し
た
無
料
親
子
教
室
を
３
月

12
日
︵
土
︶
に
予
定
し
て
い

る
。

問

い

合

わ

せ

は

電

話

５
１
６
・
７
６
７
・
３
１
３
９
ポ

ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校
事
務
局
。

楽
し
い

ひ
な
祭
り

　

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人

学
校
、
全
日
課
程
幼
児
ク
ラ

ス
︵
高
松
さ
な
え
校
長
︶
で
は

２
月
25
日
、
同
校
の
フ
ラ
ン
ス

人
学
校
教
員
モ
ル
ゲ
ン
さ
ん
に

よ
る
フ
ラ
ン
ス
文
化
交
流
会
が

開
か
れ
た
。
モ
ル
ゲ
さ
ん
ン
は

﹁B
onjour

﹂
と
教
室
へ
登
場
。

一
人
一
人
に
フ
ラ
ン
ス
語
で
名

前
を
尋
ね
た
後
、
自
分
の
出
身

地
や
フ
ラ
ン
ス
の
名
曲
・
名
所

を
画
像
を
見
せ
な
が
ら
紹
介
し

た
。
途
中
﹁
オ
ー
・
シ
ャ
ン
ゼ

リ
ゼ
﹂
の
歌
が
流
れ
る
と
、
サ

ビ
を
一
緒
に
口
ず
さ
む
子
も
い

た
。
最
後
に
、
子
ど
も
達
は
バ

ケ
ッ
ト
と
カ
マ
ン
ベ
ー
ル
チ
ー

ズ
を
試
食
し
た
。
教
室
中
に
焼

き
立
て
パ
ン
の
に
お
い
が
漂
い

﹁
な
ん
か
お
腹
が
す
い
て
き
ち

ゃ
っ
た
﹂
と
い
う
声
が
上
が
っ

た
。
子
ど
も
達
は
バ
ケ
ッ
ト
に

の
っ
た
チ
ー
ズ
が
落
ち
な
い
よ

う
、慎
重
に
口
に
運
ん
で
い
た
。

　

こ
の
行
事
は
土
曜
課
程
の
一

部
で
も
実
施
さ
れ
る
。
フ
ラ
ン

ス
人
学
校
も
併
設
す
る
リ
セ
・

ケ
ネ
デ
ィ
校
な
ら
で
は
の
ユ
ニ

ー
ク
な
企
画
と
な
っ
て
い
る
。

フランス交流
リセ・ケネディ日本人学校

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ

米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905 〜 72 年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951 年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65 か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて

「平和の鐘」を作り、54 年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56 年に日本は 80 番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62 周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of peace 
from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店

United Nations Bookshop
48th Street and 1st Avenue

Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY 生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

http://www.kikokushijoacademy.com
mailto:contact@kikokushijoacademy.com
https://www.kikokushijoacademy.com/
http://www.hiroogakuen.ed.jp/
tel:2122136069
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幼
児
の
部

小
学
五
年
・
六
年
の
部

 

中
学
の
部

  

高
校
・
一
般
の
部

小
学
一
年
・
二
年
の
部

小
学
三
年
・
四
年
の
部

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
小
山
書
道
教
室

Ｎ
Ｙ
土
筆
教
室

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
小
山
書
道
教
室

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
小
山
書
道
教
室

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
ひ
ま
わ
り
習
字
教
室

神
谷
書
写
教
室

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

テ
キ
サ
ス
州
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
ひ
ま
わ
り
習
字
教
室

テ
キ
サ
ス
州
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

 　

硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
第
45

回
春
期
課
題
、
第
１
回
目
の
選

考
作
品
21
点
を
発
表
し
ま
す
。

　

紙
面
に
掲
載
さ
れ
た
選
考
作

品
の
な
か
か
ら
、
年
度
末
に
年

間
最
優
秀
大
賞
と
優
秀
賞
を
選

出
し
、
米
国
ゼ
ブ
ラ
社
よ
り
豪

華
筆
記
用
具
セ
ッ
ト
の
賞
品
と

賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

年
間
を
通
し
て
作
品
の
応
募
数

が
一
番
多
か
っ
た
団
体
に
は
、

特
別
団
体
賞
と
し
て
応
募
人
数

分
の
ゼ
ブ
ラ
ペ
ン
を
進
呈
し
ま

す
。

　

課

題

の

見

本

と

規

定

用

紙

は
、

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w

w
.n

y
seik

atsu
.com

よ

り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
要
項
の
詳
細
も
同
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

 

現
在
発
表
に
な
っ
て
い
る
第

45
回
春
期
課
題
の
第
２
次
応

募
締
め
切
り
は
3
月
31
日

︵
木
︶
で
す
。
選
考
作
品
の
発

表
は
４
月
９
日
号
と
な
り
ま

す
。
引
き
続
き
作
品
を
募
集

し
ま
す
。

＊
応
募
作
品
デ
ー
タ
を
Ｅ

メ
ー
ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

 協賛：米国ゼブラ社

 週刊ＮＹ生活
 第 45 回春期課題選考作品発表（１）

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.zebrapen.com/
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私
は
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
高
校

で
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
ま

す
。
今
年
で
３
年
目
で
す
。
私

が
日
本
語
を
勉
強
し
た
き
っ
か

け
は
、
母
で
す
。
私
は
最
初
、

ラ
テ
ン
語
を
学
び
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、私
の
母
は
﹁
日

本
語
を
勉
強
し
た
方
が
い
い
で

す
よ
。﹂と
言
い
ま
し
た
。
私
は
、

日
本
に
興
味
を
持
っ
て
い
ま
し

た
か
ら
日
本
語
Ⅰ
の
ク
ラ
ス
に

入
り
ま
し
た
。

　

私
の
母
は
、
日
本
人
な
の
で

私
は
子
ど
も
の
時
か
ら
少
し
だ

け
日
本
語
で
話
せ
ま
し
た
。
で

も
、
友
達
と
話
す
時
は
、
英
語

だ
け
だ
っ
た
の
で
、
日
本
語
を

ほ
と
ん
ど
忘
れ
て
い
ま
し
た
。

中
学
生
の
時
、
日
本
の
ア
ニ
メ

に
興
味
を
も
ち
ま
し
た
。﹁
ナ

ル
ト
﹂
か
ら
、
不
思
議
な
言
葉

を
た
く
さ
ん
習
い
ま
し
た
。
そ

の
頃
、
茶
道
も
習
い
始
め
て
い

ま
し
た
か
ら
、
も
っ
と
丁
寧
な

日
本
語
を
習
い
た
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
茶
道
で
使
わ
れ
る

日
本
語
は
、
普
段
の
会
話
で
は

あ
ま
り
使
わ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
だ
か
ら
、
高
校
生
に
な
っ

て
、
学
校
で
日
本
語
の
ク
ラ
ス

が
あ
る
の
は
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。

　

日
本
語
の
ク
ラ
ス
で
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
習
い
ま
す
。
漢
字

は
難
し
い
け
ど
、
と
て
も
楽
し

い
で
す
。
授
業
で
は
、
た
ま
に

い
ろ
い
ろ
な
日
本
の
話
が
読
ま

れ
ま
す
。
私
は
、
特
に
お
と
ぎ

話
を
聞
く
の
が
好
き
で
す
。
去

年
、
自
分
の
好
き
な
英
語
の
本

を
日
本
語
に
翻
訳
し
た
の
も
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

私
は
、
日
本
語
を
学
ぶ
こ
と

が
大
好
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

日
本
語
の
勉
強
を
が
ん
ば
り
た

い
で
す
。

　
　
　
　
　
　

︵
米
国
生
ま
れ
︶

　

　

私
の
お
母
さ
ん
は
い
つ
も
学

校
に
行
け
る
事
に
感
謝
し
な
さ

い
と
言
い
ま
す
。
勉
強
が
で
き

て
、
好
き
な
本
を
読
ん
で
、
自

分
で
好
き
な
も
の
を
職
業
に
す

る
た
め
の
勉
強
が
で
き
る
こ
と

が
ふ
つ
う
と
思
わ
な
い
方
が
い

い
よ
と
言
い
ま
す
。
今
で
も
沢

山
の
女
の
子
た
ち
は
学
ぶ
こ
と

が
で
き
な
い
し
、
昔
は
ほ
と
ん

ど
の
女
性
に
は
そ
う
い
う
こ
と

を
す
る
﹁
け
ん
り
﹂
が
な
か
っ

た
ん
だ
よ
と
。

　

ど
れ
も
私
に
と
っ
て
は
当
た

り
前
の
こ
と
で
、
な
に
も
特
別

な
こ
と
で
は
な
い
の
に
、
と
て

も
不
思
議
な
気
持
ち
に
な
っ

て
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
よ

く
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
図

書
館
や
本
屋
さ
ん
に
行
っ
て
、

色
々
な
本
を
読
ん
で
み
ま
し

た
。

　

そ
の
う
ち
の
一
冊
が
ザ
・
メ

ー
キ
ン
グ
・
オ
ブ
・
ア
メ
リ

カ
シ
リ
ー
ズ
の
﹁
ス
ー
ザ
ン
・

B
・
ア
ン
ソ
ニ
ー
﹂
本
で
す
。

昔
の
︵
十
八
世
紀
の
中
ご
ろ
︶

ア
メ
リ
カ
人
女
性
た
ち
は
、
働

い
た
お
金
は
す
べ
て
夫
に
わ
た

し
、
財
産
を
持
つ
こ
と
が
許
さ

れ
ず
、
り
こ
ん
が
で
き
な
か
っ

た
そ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
問

題
を
ひ
と
つ
ず
つ
解
決
す
る
た

め
に
、
ま
ず
、
ス
ー
ザ
ン
は
女

性
の
投
票
権
を
持
つ
た
め
の
運

動
を
し
ま
し
た
。
ス
ー
ザ
ン
は

こ
の
問
題
が
す
ぐ
に
解
決
し
な

い
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
し
た
。

な
の
で
本
の
中
で
﹁
私
が
死
ぬ

ま
で
に
女
性
の
投
票
権
は
持
て

な
い
で
し
ょ
う
。
で
も
、
こ
れ

は
次
の
世
代
の
た
め
の
運
動
な

の
で
す
。﹂
と
言
っ
て
い
ま
す
。

一
九
二
〇
年
八
月
十
八
日
に

女
性
の
投
票
権
が
始
ま
り
ま
し

た
。
ス
ー
ザ
ン
は
も
う
死
ん
で

い
ま
し
た
が
、
ス
ー
ザ
ン
た
ち

が
始
め
た
運
動
に
よ
っ
て
、
私

た
ち
も
投
票
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。

　

女
性
の
投
票
権
は
私
た
ち
に

と
っ
て
、
と
て
も
普
通
の
事
で

す
。
考
え
る
こ
と
で
も
な
く
、

当
た
り
前
に
あ
る
も
の
で
す
。

私
が
い
ま
十
八
世
紀
の
中
ご
ろ

に
行
っ
た
ら
、
沢
山
の
人
が
私

の
こ
の
考
え
を
ク
レ
ー
ジ
ー
だ

と
思
う
と
思
い
ま
す
。
で
も
私

か
ら
す
る
と
そ
の
時
の
方
が
ク

レ
ー
ジ
ー
に
思
え
ま
す
。
そ
し

て
、
今
で
も
地
域
に
よ
っ
て
は

そ
の
ク
レ
ー
ジ
ー
な
状
況
が
あ

る
の
で
す
。
そ
れ
は
私
を
本
当

に
悲
し
い
気
持
ち
に
さ
せ
ま

す
。

　

私
た
ち
が
持
っ
て
い
る
自

由
。
私
は
将
来
、
学
校
の
先
生

に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
大
学
に
行
く
た
め
に
、
沢

山
勉
強
を
し
な
い
と
い
け
な
い

し
、
簡
単
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
で
も
、
頑
張
れ
ば
で
き
る

の
で
す
。
頑
張
る
場
所
が
な
い
、

頑
張
っ
て
も
な
れ
な
い
、
そ
う

い
う
不
自
由
は
な
い
の
で
す
。

こ
の
自
由
の
た
め
に
活
動
し
て

く
れ
た
人
た
ち
の
こ
と
、
私
の

将
来
は
私
の
努
力
に
よ
っ
て
決

め
ら
れ
る
と
い
う
自
由
が
当
た

り
前
で
は
な
く
特
別
な
こ
と
な

ん
だ
と
い
う
事
を
し
っ
か
り
忘

れ
ず
に
日
々
を
過
ご
し
て
い
き

た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

︵
滞
米
11
年
︶

　

七
五
三
の
し
ゃ
し
ん
を
、

と
り
に
行
き
ま
し
た
。
ピ
ン

ク
の
花
も
よ
う
の
き
も
の
を

き
る
時
、
わ
く
わ
く
し
ま
し

た
。
一
ば
ん
上
の
お
ね
え
ち

ゃ
ん
が
七
五
三
の
時
に
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
買
っ
て
も
ら

っ
た
き
も
の
で
、
す
ご
く
き

れ
い
で
し
た
。

　

ピ
ン
ク
の
リ
ッ
プ
や
ア
イ

シ
ャ
ド
ウ
を
つ
け
て
も
ら
い

ま
し
た
。
か
み
の
毛
も
、
セ

ッ
ト
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

お
ね
え
ち
ゃ
ん
た
ち
や
お
か

あ
さ
ん
に
、
﹁
か
わ
い
い
ね
。
﹂

と
言
わ
れ
て
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
お
ね
え
ち
ゃ
ん
た
ち

も
、
き
も
の
を
き
て
い
て
す

ご
く
き
れ
い
で
し
た
。

　

は
じ
め
は
、
わ
た
し
だ
け

で
し
ゃ
し
ん
を
と
り
ま
し
た
。

こ
ま
か
い
ポ
ー
ズ
を
し
な
い

と
い
け
な
か
っ
た
か
ら
た
い

へ
ん
で
し
た
。
で
も
モ
デ
ル

さ
ん
み
た
い
に
な
れ
て
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
ふ
う
せ
ん

や
ま
り
と
い
っ
し
ょ
に
し
ゃ

し
ん
を
と
り
ま
し
た
。

　

つ
ぎ
に
お
ね
え
ち
ゃ
ん
と

い
っ
し
ょ
に
と
り
ま
し
た
。

一
ば
ん
上
の
お
ね
え
ち
ゃ
ん

は
、
十
二
さ
い
で
、
ふ
り
そ

で
と
い
う
き
も
の
を
き
て
い

ま
し
た
。
し
ん
長
が
高
い
し
、

メ
イ
ク
も
し
て
い
た
の
で
大

人
み
た
い
に
見
え
ま
し
た
。

ま
ん
中
の
お
ね
え
ち
ゃ
ん
の

か
み
が
た
が
、
ば
ら
の
よ
う

に
す
ご
く
き
れ
い
で
し
た
。

ま
り
の
も
よ
う
が
た
く
さ
ん

入
っ
て
い
る
き
も
の
を
、
気

に
入
り
ま
し
た
。
ひ
と
り
だ

け
で
と
る
よ
り
も
、
み
ん
な

で
と
る
ほ
う
が
き
ん
ち
ょ
う

し
な
い
で
、
え
顔
で
と
れ
ま

し
た
。

　

つ
ぎ
に
、
じ
ん
じ
ゃ
へ
行

き
ま
し
た
。
大
さ
か
天
ま
ん

ぐ
う
と
い
う
大
き
な
じ
ん
じ

ゃ
で
し
た
。
お
ま
い
り
す
る

と
き
に
、
す
ご
く
ド
キ
ド
キ

し
ま
し
た
。

　

雨
が
ふ
っ
て
い
た
の
で
、

き
も
の
が
よ
ご
れ
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
ま
し
た
。
で
も

さ
つ
え
い
は
大
せ
い
こ
う
で

し
た
。

　

七
五
三
は
、
こ
ど
も
の
け

ん
こ
う
や
せ
い
長
を
ね
が
う

行
じ
だ
と
教
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　
　
　

  

︵
滞
米
４
年
10
か
月
︶

 ﹁
女
性
の
け
ん
り
と
自
由
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
L
I

校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上　

七
緒
海

　

も
し
も
の
時
の
た
め
に
、

い
ろ
い
ろ
な
じ
ゅ
ん
び
が
必

要
で
す
。

　

私
の
お
父
さ
ん
と
お
母
さ

ん
は
、
２
０
１
１
年
に
東
日

本
大
し
ん
さ
い
を
東
京
で
経

験
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
私

は
お
母
さ
ん
の
お
な
か
の
中

に
い
ま
し
た
。
水
も
電
気
も

止
ま
り
、
地
し
ん
の
後
、
三

時
間
か
け
て
歩
い
て
家
ま
で

帰
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
時

の
体
験
談
か
ら
、
も
し
も
の

時
に
つ
い
て
家
族
と
話
し
合

い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
非
常
用
品
の
備
蓄

が
大
切
で
す
。
水
や
食
べ
物

な
ど
買
い
物
が
出
き
な
く
な

る
の
で
家
に
た
く
わ
え
て
お

く
事
が
大
事
で
す
。

　

二
つ
目
に
家
族
と
連
絡
す

る
方
法
や
待
ち
合
わ
せ
の
場

所
を
決
め
て
お
く
事
も
必
要

で
す
。
電
気
が
な
く
て
、
テ

レ
ビ
や
電
話
が
使
え
な
く
な

る
事
も
あ
る
か
ら
で
す
。

　

三
つ
目
に
衛
生
に
関
す
る

用
意
で
す
。
水
な
ど
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
が
な
く
な
る
の
で

使
い
す
て
の
お
皿
や
け
い
た

い
用
の
ト
イ
レ
な
ど
が
役
に

立
ち
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
、
お
母
さ
ん

が
通
っ
て
い
た
病
院
で
は
、

地
し
ん
が
起
き
た
時
に
、
て

い
電
し
て
し
ま
っ
た
そ
う
で

す
。
産
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤

ち
ゃ
ん
を
温
か
く
守
る
た
め

に
、
サ
ラ
ン
ラ
ッ
プ
を
使
っ

た
そ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、

も
し
も
の
時
の
そ
な
え
は
、

い
ろ
い
ろ
あ
る
と
、
役
立
つ

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

  

︵
滞
米
10
年
︶
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 ﹁
七
五
三
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
小
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
村　

こ
子

 「ママ星のお話」
　　ニューヨーク育英学園サタデースクール小２

　　　　　　　　　　　　　　　水口　美緒　

 ﹁
私
と
日
本
語
﹂

　
　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
パ
ブ
リ
ッ
ク
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
日
本
語
Ⅳ
ク
ラ
ス
高
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

シ
ク
ダ
ル　

ハ
ナ
ン

　

み
な
さ
ん
は
知
っ
て
い
ま
し

た
か
？
み
ん
な
は
マ
マ
星
か
ら

来
た
の
で
す
。

　

今
か
ら
み
ん
な
で
マ
マ
星
に

つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

　

マ
マ
星
は
、
マ
マ
の
お
な
か

の
中
の
う
ち
ゅ
う
に
あ
る
星
で

す
。
そ
こ
に
は
、
生
ま
れ
て
く

る
前
の
赤
ち
ゃ
ん
が
い
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
せ
ん
よ
う
の
学
校
も

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
学
び
ま
す
。
た

と
え
ば
、
マ
マ
の
お
っ
ぱ
い
の

の
み
方
で
す
。
マ
マ
の
お
っ
ぱ

い
を
つ
よ
く
つ
か
ん
で
は
い
け

ま
せ
ん
。
や
さ
し
く
ゆ
っ
く
り

す
う
の
で
す
。
ほ
か
に
は
、
生

ま
れ
て
き
た
と
き
の
な
き
声
で

す
。﹁
オ
ギ
ャ
ー
。﹂﹁
ギ
ャ
ー
。﹂

﹁
キ
ャ
ー
。﹂
な
ど
を
き
め
る
子

が
多
い
で
す
。

　

つ
ぎ
に
大
切
な
の
は
、
ね
る

こ
と
で
す
。
学
校
の
休
み
時
間

も
、
よ
う
ち
え
ん
の
時
み
た
い

に
お
昼
ね
を
し
ま
す
。
ね
て
、

パ
ワ
ー
を
た
め
る
の
で
す
。
パ

ワ
ー
が
た
ま
っ
た
ら
、
生
ま
れ

る
の
で
す
。

　

み
な
さ
ん
、
マ
マ
星
に
つ
い

て
わ
か
り
ま
し
た
か
？
み
ん
な

の
思
う
マ
マ
星
の
こ
と
を
絵
に

書
い
た
り
、
マ
マ
に
お
は
な
し

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

︵
滞
米
２
年
11
か
月
︶

 ﹁
も
し
も
の
と
き
に
そ
な
え
よ
う
﹂

　
　
　
リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

グ
リ
ベ
ル　

ク
ロ
エ

mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
https://japaneseschool.org
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 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

　

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
パ
ー
ク
ス
ロ
ー
プ
は
、
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
の
並
木
通
り
と
歴
史
あ
る
ブ
ラ
ウ
ン
ス
ト
ー
ン
の
あ
る
住
宅

地
区
だ
。
家
族
や
若
い
社
会
人
に
よ
る
開
放
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

写
真
は
、
そ
の
パ
ー
ク
ス
ロ
ー
プ
に
あ
る
小
型
の
2
ベ
ッ
ド

ル
ー
ム
の
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
。
サ
イ
ズ
が
小
さ
め
な
た
め
、
価

格
も
65
万
ド
ル
と
低
め
に
な
っ
て
い
る
。
室
内
は
、
最
近
フ
ル

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
改
装
が
完
了
し
、
オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン

に
広
い
壁
な
ど
モ
ダ
ン
な
都
会
の
住
居
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
し

て
い
る
。

　

フ
ァ
ー
ス
ト
バ
イ
ヤ
ー
に
と
っ
て
も
、
ま
た
所
有
し
て
テ
ナ

ン
ト
に
貸
し
出
し
て
値
上
が
り
を
待
つ
イ
ン
ベ
ス
タ
ー
に
と
っ

て
も
魅
力
的
な
物
件
だ
。
も
ち
ろ
ん
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
近
い
ホ

ー
ム
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
も
快
適
だ
。

　

部
屋
に
は
バ
ル
コ
ニ
ー
が
あ
り
、
自
転
車
の
駐
輪
場
完
備
、

窓
か
ら
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
が
眺
望
で
き
、
室
内
は
と
て
も
明
る

い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話　

９
１
４
・
３
７
４
・
７
１
９
５
、

Ｅ
メ
ー
ル T

ed.M
atsum

oto@
corcoran.com

. 

松
本
さ
ん

︵
写
真
提
供
・
コ
ー
コ
ラ
ン
不
動
産
︶

NY ブルックリンの２ベッドルームを所有する

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
は
、
全
米
に

８
つ
あ
る
ア
イ
ビ
ー
リ
ー
グ
の

１
つ
で
あ
る
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大

学
が
あ
る
こ
と
で
有
名
な
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
中
部
に
位

置
し
ま
す
。
近
く
を
走
る
幹
線

道
路
で
あ
る
ル
ー
ト
１
周
辺
に

昨
年
９
月
末
に
ウ
ッ
ド
モ
ン
ト

ウ
ェ
イ
・
ウ
エ
ス
ト
・
ウ
ィ
ン

ザ
ー
と
い
う
新
し
い
ア
パ
ー
ト

メ
ン
ト
が
一
部
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

　

管
理
会
社
の
ウ
ッ
ド
モ
ン
ト

プ
ロ
パ
テ
ィ
ズ
は
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
州
を
中
心
に
隣
の
ペ
ン

シ
ル
ベ
ニ
ア
州
に
も
展
開
し
て

い
ま
す
。
ウ
ッ
ド
モ
ン
ト
ウ
ェ

イ
・
ウ
エ
ス
ト
・
ウ
ィ
ン
ザ
ー

は
12
棟
︵
計
４
４
３
戸
︶
か
ら

成
り
、
現
在
ま
で
に
２
棟
が
オ

ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
物
資
の
供
給
不
足
に

よ
り
当
初
の
予
定
よ
り
工
事
が

遅
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
少

し
ず
つ
オ
ー
プ
ン
し
な
が
ら
、

２
０
２
３
年
２
月
に
全
て
の

工
事
が
完
了
す
る
予
定
で
す
。

４
４
３
戸
の
内
訳
は
１
ベ
ッ
ド

ル
ー
ム
が
１
１
４
戸
、
２
ベ
ッ

ド
ル
ー
ム
が
２
９
５
戸
、
３
ベ

ッ
ド
ル
ー
ム
が
34
戸
。
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
ジ
ム
、
プ
ー
ル
、
ゴ
ル

フ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
シ
ア
タ

ー
ル
ー
ム
等
の
共
用
施
設
も
充

実
し
て
お
り
、
車
庫
︵
別
料

金
︶
も
利
用
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。

　

ル
ー
ト
１
沿
い
に
は
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
初
め
、
レ
ス

ト
ラ
ン
や
ス
ー
パ
ー
等
も
充
実

し
て
お
り
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
の

ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
ま
で
も
車
で
10

分
程
で
行
け
ま
す
。
ま
た
、
非

営
利
団
体
の
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日

本
人
会
や
補
習
校
の
プ
リ
ン
ス

ト
ン
日
本
人
学
校
も
プ
リ
ン
ス

ト
ン
の
す
ぐ
南
の
ロ
ー
レ
ン
ス

ビ
ル
に
あ
り
、
買
い
物
や
生
活

に
は
便
利
な
エ
リ
ア
に
あ
り
ま

す
。

　

現
在
入
居
が
可
能
な
の
は
１

ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
と
２
ベ
ッ
ド
ル

ー
ム
で
、
家
賃
は
そ
れ
ぞ
れ

２
４
９
０
ド
ル
〜
と
３
０
６
０

ド
ル
〜
と
な
っ
て
い
ま
す
。

C
O

V
ID

-19

の
影
響
に
よ
り
、

プ
リ
ン
ス
ト
ン
周
辺
の
ア
パ
ー

ト
メ
ン
ト
は
、
昨
年
春
頃
か
ら

空
い
て
い
る
物
件
が
非
常
に
少

な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
そ

の
た
め
、
新
築
の
ウ
ッ
ド
モ
ン

ト
ウ
ェ
イ
・
ウ
エ
ス
ト
ウ
ィ
ン

ザ
ー
に
申
し
込
ま
れ
る
方
は
今

後
も
増
え
て
い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。︵
リ
ロ
・
リ
ダ
ッ

ク
　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
オ
フ

ィ
ス
／
長
谷
川
則
夫
︶

不
動
産

ト
レ
ン
ド

プ
リ
ン
ス
ト
ン
に
新
し
い
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト

　

ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
に
よ
り
、
音
楽
業
界
で

も
さ
ま
ざ
ま
な
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を

支
持
す
る
動
き
が
始
ま
っ
て
い

る
。
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
は

２
月
25
日
か
ら
の
３
日
間
、
ウ

ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

管
弦
楽
団
に
よ
る
演
目
が
行
わ

れ
た
。
こ
の
演
目
で
、
指
揮
を

務
め
る
予
定
だ
っ
た
ロ
シ
ア
人

指
揮
者
ワ
レ
リ
ー
・
ゲ
ル
ギ
エ

フ
氏
か
ら
ヤ
ニ
ッ
ク
・
ネ
ゼ
＝

セ
ガ
ン
氏
に
交
代
に
な
っ
た
こ

と
が
前
日
24
日
発
表
さ
れ
た
。

ま
た
、
同
じ
く
公
演
に
出
演
予

定
だ
っ
た
ロ
シ
ア
人
の
ピ
ア
ノ

演
奏
者
デ
ニ
ス
・
マ
ツ
ー
エ
フ

氏
も
降
板
と
な
っ
た
。
24
日
は

ド
イ
ツ
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵

攻
を
開
始
し
た
日
で
あ
り
、
ゲ

ル
ギ
エ
フ
氏
は
プ
ー
チ
ン
大
統

領
と
深
い
交
流
が
あ
っ
た
こ

と
、
マ
ツ
ー
エ
フ
氏
は
ク
リ
ミ

ア
併
合
の
際
に
プ
ー
チ
ン
大
統

領
の
政
治
活
動
を
支
持
し
て
い

た
こ
と
が
降
板
理
由
だ
と
考
え

ら
れ
る
。
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
オ

ペ
ラ
も
同
様
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を

支
持
す
る
こ
と
を
発
表
し
て
い

る
。　
　
　
　
　

　︵
眞
々
田
︶　

ロ
シ
ア
人
音
楽
家
を
降
板

カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル

mailto:Ted.Matsumoto@corcoran.com
mailto:Ted.Matsumoto@corcoran.com
mailto:Ted.Matsumoto@corcoran.com
mailto:Ted.Matsumoto@corcoran.com
https://www.redacinc.com/
mailto:kayhasebe@gmail.com
https://www.compass.com/agents/natsuko-ikegami/
http://brooklyntime.net
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 EVENT　 
■セントパトリックスデー・パレード＝
3/17　11:00 〜　アイルランドの守護聖
人、聖パトリックを祝う。タータンチェッ
クの伝統的衣装ををまとった多くのバグ
パイプ楽団や高校生ブラスバンドなどが
五番街 44 丁目から 79 丁目までパレード
する。街中が緑色に染まるニューヨーク
の春を告げるお祭り。
■ オ ー キ ッ ド シ ョ ー「Jeff Leatham's 
Kaleidoscope 」 ＝ 5/1 ま で　The New 
York Botanical Garden（2900 Southern 
Boulevard,Bronx）NY 植 物 園 で 毎 春 恒
例のラン展。今年はパリ・フォーシーズ
ンズホテルの芸術監督でフラワーデザイ
ナーのジェフ・リータムによるカラフル
な作品が展示される。万華鏡のような花
と光のトンネルは一見の価値あり。入場
料：一般 $30、学生・シニア $28、2 〜
12 歳 $15、2 歳以下は無料。
詳細は www.nybg.org/

ONLINE CLASS/SEMINAR
■ JASSI 主催スマートフォン＆タブレッ
ト教室＝ 3/23　13:00　シニアプログラ
ムメンバー（60 歳以上）を対象に月 1
回、スマートフォンやタブレット端末の
操作方法を学ぶ。今回は「メールアドレ
スを取得する方法」を解説。参加費無料。
申し込みは 3/16 までに電話 212・442・
1541（内線 1 番）まで。

MUSIC
■第 16 回バウンダリーズ・コンサート
シリーズ「FOCUSING ON HER」=3/12　
Tenri Cultural Institute（43A W 13th St. ）
トラウマを抱えていたり耐えてきた女性
たちへ向け、祈りと心を寄せてその想い
を音楽にて表現する。出演は三味線奏者
の木村伶香能を含む女性 3 人。入場料：
10 〜 50 ドル。
詳細は https://jp.crsny.org/

THEATRE/DANCE
■ニューフィルムズ・フロム・ジャパ
ン ＝ 3/11 〜 17　IFC Center（323 6th 
Ave.）文化庁委託授業の一環で ACA シネ
マプロジェクトシリーズの第 3 弾。2021
年の話題作、『Blue/ ブルー』と『由宇子

の天秤』の 2 作品を上映する。入場料：
一般 $17、シニア・小人 $14、学生 $13（要
学生証）、IFC 会員 $12。
詳 細 は https://www.ifccenter.com/series/
aca-japan-2022/
■トリニティ・アイリッシュダンス・カ
ンパニー公演＝ 3/15 〜 20　The Joyce 
Theater（175 8th Ave.）芸術監督マーク・
ハワードが 1979 年シカゴに創設した舞
踊団。アイルランドの民族音楽に合わせ
て細かくステップを踏む伝統的ダンスに
アメリカのタップを融合したステージを
披露する。全 7 公演。入場料：$10 〜。
詳細は https://www.joyce.org
■ NY 国 際 子 ど も 映 画 祭 ＝ 3/19 ま で　
SVA Theatre（333 W 23rd St.）世界各国
から集められた子ども向けの長編・短編
映画、約 100 作品を上映。日本からは『え
んとつ町のプペル』（12 日）、『映画大好
きポンポさん』（12 日、19 日）など。入
場料：$17 〜。
詳細は https://nyicff.org/
■映画「海難 1890」無料配信＝ 3/20 〜
21　NPO 法人「エストゥールルが世界を
救う」主催。日本・トルコ友好 125 周年
記念、両国合作映画が NY プレミア無料
配信される。1890 年のエルトゥールル号
海難事故と 1985 年テヘラン邦人救出劇
の 2 つのエピソードで構成された作品。　
詳細は http://www.kainan1890.com/

ART
　

■棟方志功展覧会「板極道」＝ 3/20 まで　
Japan Society（333 E47th St.）米国最大
の棟方コレクションである JS の貴重品
を元に構成。木版画、書道、水彩画、リ
トグラフや陶芸など、100 点以上の所蔵
作品を紹介する。入場料 : 一般 $12、シ
ニア・学生 $10。
詳細は https://www.japansociety.org/
■若手日本画家グループ展「A New Wind
〜 Traditions and Innovations 〜」＝ 3/26
まで　Sato Sakura Gallery（501 W 20th 
St.）現代日本画を代表する若手日本画家
のグループ展。出品作家は、大河原典子、
幸田史香、染谷香理、野地美樹子、武蔵
原裕二、山浦めぐみの６人。入場無料。
詳細は https://www.satosakuragallery.com
■ 菅 原 ベ ダ 西 紀 個 展「Somewhere 
Around There」＝ 3/27 まで　Amos Eno 
Gallery（56 Bogart St. Brooklyn）テキサ
ス州ダラスを拠点に活動する日系米国人
ビジュアルアーティストが、奈良墨を使っ
て描いた抽象風景画 40 点を展示。詳細
は https://www.amoseno.org/
■アンディー・ウォーホル展「Revelation」
＝ 6/19 ま で　Brooklyn Museum（200 
Eastern Parkway）ポップアートを代表す
るアーティスト、アンディー・ウォーホ
ルの特別展。写真やオブジェなどを展示。
入場料：一般 $25、学生・シニア $16、4
〜 12 歳 $10、3 歳以下・会員無料。
詳細は https://www.brooklynmuseum.org/

　

沖
縄
返
還
50
周
年
記
念
公

演
﹁
時
を
超
え
た
波
音　

沖
縄

の
伝
統
舞
踊
と
音
楽
﹂
が
18
日

︵
金
︶
と
19
日
︵
土
︶
の
午
後

７
時
30
分
か
ら
、
ジ
ャ
パ
ン
・

ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
内
劇
場︵
Ｊ
Ｓ
、

東
47
丁
目
３
３
３
番
地
︶
で
開

催
さ
れ
る
。

　

沖
縄
の
施
政
権
が
米
国
か

ら
日
本
に
返
還
さ
れ
た
の
は

１
９
７
２
年
。50
周
年
を
機
に
、

同
公
演
の
前
半
で
は
琉
球
王
国

︵
１
４
２
９
〜
１
８
７
９
年
︶

後
期
か
ら
３
０
０
年
に
わ
た
っ

て
継
承
さ
れ
て
き
た
宮
廷
の
歌

舞
劇
﹁
組
踊
︵
く
み
お
ど
り
︶﹂

演
目
か
ら
名
場
面
集
を
、
後
半

は
明
治
以
降
に
生
ま
れ
た
民
衆

の
雑
踊
︵
ぞ
う
お
ど
り
︶
や
創

作
舞
踊
か
ら
な
る
演
目
を
、
国

立
劇
場
お
き
な
わ
芸
術
監
督
の

嘉
数
道
彦
︵
か
か
ず
・
み
ち
ひ

こ
︶
氏
の
監
修
・
構
成
の
も
と
、

ラ
イ
ブ
の
演
奏
家
を
交
え
て
上

演
す
る
。

　

入
場
料
は
一
般
42
ド
ル
、

Ｊ
Ｓ
会
員
32
ド
ル
。
チ
ケ
ッ

ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブhttps://

w
w

w
.japan

society
.org

を
参
照
。

■
沖
縄
舞
踊
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

19
日
︵
土
︶
午
前
11
時
か
ら

午
後
１
時
ま
で
、
大
人
向
け
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
る
。

参
加
者
は
動
き
や
す
い
服
装
と

靴
下
着
用
。ダ
ン
ス
経
験
不
要
。

定
員
25
人
。
参
加
費
は
一
般
50

ド
ル
、
Ｊ
Ｓ
会
員
40
ド
ル
。
ま

た
、
20
日
︵
日
︶
午
前
10
時
30

分
か
ら
11
時
45
分
ま
で
は
、
家

族
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開

催
。
子
ど
も
は
５
歳
以
上
か
ら

参
加
可
能
、
保
護
者
の
同
伴

が
必
要
。
服
装
は
19
日
と
同

じ
。
定
員
20
人
。
参
加
費
は
シ

ン
グ
ル
チ
ケ
ッ
ト
が
一
般
15
ド

ル
、
会
員
12
ド
ル
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
チ
ケ
ッ
ト
は
一
般
40
ド
ル
、

会
員
32
ド
ル
。
申
し
込
み
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

w
w

w
.japan

society
.org

を
参
照
。

© Yohei Oshiro

沖
縄
伝
統
舞
踊
と

音
楽
、
時
を
超
え
て
JSで18、19日

　

﹁
復
活

：

至
高
な
る
伝
統
工

芸
の
技
〜
江
戸
か
ら
現
代
ま
で

〜
﹂
と
題
し
た
近
現
代
工
芸
品

の
展
示
会
が
18
日
︵
金
︶
か
ら

25
日
︵
金
︶
ま
で
、
日
本
ク
ラ

ブ
７
階
の
日
本
ギ
ャ
ラ
リ
ー

︵
西
57
丁
目
１
４
５
番
地
︶
で

２
年
ぶ
り
に
対
面
に
て
開
催
さ

れ
る
。
今
年
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
ズ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
オ

リ
エ
ン
タ
ル
・
ト
レ
ジ
ャ
ー
・

ボ
ッ
ク
ス
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
記

念
す
べ
き
10
回
目
の
コ
ラ
ボ
展

と
な
る
。

　

同
展
で
は﹁
飛
び
交
う
小
鳥
、

咲
き
乱
れ
る
花
々
、
鮮
や
か
な

風
景
﹂
を
テ
ー
マ
に
、
七
宝
、

金
工
、
陶
磁
、
漆
芸
、
絵
画
、

竹
木
工
、
彫
刻
、
染
織
の
各
分

野
で
活
躍
す
る
著
名
な
作
家
の

質
の
高
い
作
品
を
展
示
。
服
部

唯
三
郎
に
よ
る
盛
り
上
げ
技
法

で
作
ら
れ
た
七
宝
花
瓶
を
含
む

帝
室
技
芸
員
や
人
間
国
宝
に
よ

る
技
巧
を
凝
ら
し
た
珠
玉
の
近

現
代
工
芸
品
が
幅
広
く
紹
介
さ

れ
る
。

　

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は

月
〜
金
曜
午
前
10
時
か
ら
午

後
６
時
、
土
曜
は
午
後
５
時

ま
で
日
曜
休
廊
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
nipponclub.org/

を
参
照
。

日
本
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
18
日
か
ら

伝
統
工
芸
の
技-

江
戸
か
ら
現
代

https://www.joyce.org
https://nyicff.org/
http://www.kainan1890.com/
http://www.nybg.org/
https://jp.crsny.org/
https://www.japansociety.org/
https://www.satosakuragallery.com
https://www.amoseno.org/
https://www.brooklynmuseum.org/
https://www.japansociety.org
https://www.japansociety.org
https://www.japansociety.org
https://www.japansociety.org
https://www.japansociety.org
https://www.japansociety.org
https://www.japansociety.org
https://www.japansociety.org
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
http://www.ny-pcr.com/
https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://www.ojfd.com
http://myriverside.net/home
https://www.ifccenter.com/series/aca-japan-2022/
https://www.nipponclub.org/
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週刊NY生活 の広告をぜひご活用下さい ! !
それぞれの広告から、広告主のウェブサイト（ウェブサイトがない場合は広告に記載されている連絡先）にリンクが貼られていますので、

ワンクリックでより詳細な情報をゲットでき、大変便利です！

www.nyseikatsu.com

http://www.nyseikatsu.com
https://shopnyseikatsu.com/
https://america-keitai.com/
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http://nyjapaneserestaurant.org/



